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アイコン
G 警告
警告ステッカーには、お客様や他の乗員
などの健康または生命を危険にさらすお
それのある事項について記載されていま
す。

H 環境に関する注意
環境に関する注意は、環境を意識した行
動や廃棄についての情報を提供していま
す。

! 機器損傷警告の目的は、エンジンシステ
ムの損傷につながる危険性にお客様の注意
を引くためです。

i これらのアイコンは、お客様のお役に
立つような、便利な操作方法やさらなる情
報を示しています。
X このアイコンは、お客様に従ってい

ただきたい操作を示しています。
X 連続しているアイコンは、いくつか

のステップがある操作を示していま
す。

（ Y
ペー
ジ）

このアイコンは、トピックについて
のさらなる情報がある場所を示して
います。

Y Y このアイコンは次のページに続く警
告または操作を示しています。
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はじめに
エンジンシステムを使用する前に、エンジ
ンシステムについてよく知り、取扱説明書
をお読みください。お客様自身や他の方に
危険がおよばないようにするために役立ち
ます。
お客様のエンジンシステムの標準装備およ
び製品の記述は、個々の仕様によって異な
る場合があります。これはデータカードに
記載されています。
エンジンシステムは最新式となるよう、常
にアップデートされています。
MTU/メルセデス・ベンツは、以下につい
て変更を行なう権利を保有しています。
R設計
R装備
R技術的特徴
そのため、個々の状況によってお客様のエ
ンジンシステムと記載が異なる場合があり
ます。
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排気ガス後処理装置システム非装備エ
ンジン

この書類に記載されている排気ガス後処理
装置システム非装備エンジンは、"EU
Stage IIIA"排出ガスレベルに適合していま
す。
これらは、"ECE-R 96第 5.2.1 章パワー
バンドHまたは I"指令に従って認定されて
います。
"EU Stage IIIA"という用語は EU 指令
97/68から取ったもので、今でも一般的
な言い回しで使用されており、この書類で
も使用されています。
"EU Stage IIIA"排出ガスレベルは、関連の
排気ガス後処理装置ユニットなしで認証さ
れています。サイレンサー付排気マフラー
が排気ガス後処理装置ユニットの代わりに
使用されます。
これは、使用される排気マフラーは車両ま
たは装備によって決まり、車両製造元/装置
メーカーにより提供される取扱説明書で扱
われているということです。

エンジンシステム

これらの取扱説明書では、"エンジンシステ
ム"の用語は、エンジンおよび排気ガス後処
理装置システムの組み合わせを指していま
す。エンジンおよび排出ガスコントロール
システムは、認証の必要な部品です。エン
ジンシステムは、エンジンとAdBlue®処理
リアクターおよびAdBlue®供給システム付
きの排気ガス後処理装置ユニット部品が1
つのユニットとして承認されています。
排気ガス後処理装置装備エンジンシステム
は、バージョンによって以下の排出ガスレ
ベルに適合します。
REU Stage IV
RUS Tier 4

R日本2014年 - 平成 26年
R韓国 Tier 4

環境保護

H 環境上の注意事項
Daimler AGは、総合的な環境保護を理
念のひとつとして宣言しています。
その目的は、天然資源を有効に、かつ自
然および人類両方の要求を考慮に入れた
方法で利用することにあります。
環境に対して責任ある方法で車両を使用
することにより、運転者もまた環境を保
護する支援を行なうことができます。

環境に対して責任のある、燃料を節約した
方法で走行することについての情報および
注意事項は、"操作についての注意事項" に
あります (Y 43 ページ)。

アセンブリー装備

これらの取扱説明書には、取扱説明書の発
行時点での全モデルおよびお客様のエンジ
ンシステムで使用可能な標準およびオプ
ション装備のすべてが記載されています。
国別仕様による違いがあることがあります。
お客様のエンジンシステムが、記載されて
いるすべての機能を装備していないことが
あることにも注意してください。これは、
安全についてのシステムおよび機能にも当
てはまります。そのため、エンジンシステ
ムの装備がいくつかの記載およびイラスト
と異なることがあります。
エンジンシステムのすべての構成部品は、
エンジンシステムのデータカードに記載さ
れています。データカード (Y 71 ペー
ジ)。
装備および操作についての質問がある場合
は、MTUまたはMTU認定メルセデス・
ベンツ指定サービス工場にご連絡ください

アセンブリー装備 5
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（バックカバー内側の発行物の詳細の住所を
ご覧ください）。

メルセデス・ベンツ純正部品

H 環境
Daimler AGでは、新品同様の品質を持
つ、リサイクルしたアッセンブリーや
パーツも供給しています。新品と同様の
保証が適用されます。

メルセデス・ベンツにより承認されていな
い部品を使用した場合は、エンジンシステ
ムの作動安全性が損なわれることがありま
す。安全性についてのシステムの不具合に
つながるおそれがあります。メルセデス・
ベンツ純正部品または同品質の部品のみを
使用してください。お客様のエンジンタイ
プに承認された部品のみを使用してくださ
い。
メルセデス・ベンツは、メルセデス・ベン
ツ純正部品の以下を確認しています。
R信頼性
R安全性
R適合性
市場調査を行なってはいますが、メルセデ
ス・ベンツはあらゆる部品の評価を行なう
ことができません。そのため、公的に承認
されている、または検査機関で個別に承認
されている場合でも、メルセデス・ベンツ
車両でのそのような部品の使用にはいかな
る責任も負いません。
ドイツでは、法的要件に準拠している場合
は、取り付け、または改造にのみ公的に承
認されている部品もあります。他のいくつ
かの国でもこれが適用されます。メルセデ
ス・ベンツのすべての純正部品は承認要件
を満たしています。承認されていない部品
の使用は、車両の一般的な使用許可を無効
にすることがあります。

以下の場合に該当します。
R車両の一般的な使用許可が保証されたも
のから車両タイプを変更してある
R道路使用者に危険をおよぼすおそれがあ
るもの
R排出ガスまたは騒音レベルに悪影響を与
えるもの
推奨の交換部品およびアクセサリー、なら
びに許可された技術的修正についてのさら
なる情報は、MTUまたはMTU認定メル
セデス・ベンツ指定サービス工場にありま
す (Y 8 ページ)。
メルセデス・ベンツ純正部品を注文すると
きは、主要なアセンブリーシステム ID番号
（AGS ID）、エンジン番号および排気ガス後
処理装置システムの番号を常に指定してく
ださい。エンジン番号はお客様のエンジン
の識別プレートにあります。排気ガス後処
理装置システムの番号は、排気ガス後処理
装置のコントロールモジュール（ACM）の
識別プレートにあります (Y 71 ページ)。
2つの番号は、データカードにもあります
(Y 71 ページ)。
排気ガス後処理装置ユニットおよび排気ガ
ス後処理装置コントロールユニット
（ACM）は、EU Stage IIIA 排出物認定に
は使用されません。

エンジン出力の変更

! 出力が増加すると以下のようになること
があります。
R排気物レベルの変更
R不具合の原因
R派生的損傷の原因
すべての状況で、エンジンの操作安全性が
保証されているわけではありません。

エンジン出力を増加させるためにエンジン
制御システムを改造することは、保証の権
利の喪失につながります。

6 エンジン出力の変更
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安全/エマージェンシー運転プログラ
ム

エンジンには、エンジンおよび排気ガス後
処理装置ユニット（EU Stage IIIA 用では
ない）だけでなくそれ自身（自己診断）も
モニターするエンジン電子制御システムが
装備されています。
電子制御システムが不具合を検知した場合
は、不具合の評価の後に以下の措置の1つ
が自動的に実行されます。
R作動中の故障が対応する警告灯により示
されます (Y 34 ページ)。
Rエンジン電子制御システムとの組み合わ
せにより、追加情報のある故障コードが
ディスプレイに表示されます。
Rシステムは適切なバックアップ機能に切
り替わり、限定的ではあってもエンジン
の作動が継続できるようにします。例え
ば、これにはトルクおよびエンジン回転
数の制限、ならびに走行速度制限または
一定の緊急走行速度が含まれます。

正しい使用方法

エンジンシステムは、契約で規定されたよ
うにのみ取り付けなければなりません。
システム全体で、エンジンおよび排気ガス
後処理装置システム（EU Stage IIIA 用で
はない）を正しく取り付ける責任は最終製
品のメーカーにあります。
エンジンおよび排気ガス後処理装置システ
ムを改造しないでください。改造した場合、
メルセデス・ベンツおよびMTUは結果と
して生じるいかなる損傷の責任も負いませ
ん。
エンジンシステムの正しい使用のためには、
これらの取扱説明書の説明を守る必要もあ
ります。これには、点検整備時期の準拠お
よび専門家によるメンテナンス作業の実施
が必要です。ワークショップ情報システム

（WIS）に注意してください (Y 9 ペー
ジ)。

一般保証

メンテナンス作業を実施するために、MTU
またはMTU認定メルセデス・ベンツサー
ビスセンターの充実したネットワークを利
用できます。
これらのMTUまたはMTU認定メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場は：
R専用の機器と工具ならびに継続的訓練を
受けている専門技術者を有しています
Rお客様のエンジンシステムを完全かつ専
門的に修理し、メンテナンスを行なうこ
とを保証します
R一般保証に関連するすべての修理を行な
います
Rすべてのメンテナンス作業を専門的に行
ないます
Rメンテナンス作業が必要な時期に実施さ
れているかを、整備手帳で確認します
R販売契約書に従って認められた一般保証
のクレームを処理します
車両/機器を使用または手入れのために第三
者に引き渡す場合も、この整備手帳の指示
に従ってください。
指定された点検整備/メンテナンス作業が行
なわれていない場合は、保証請求が受け付
けられるかどうかは、メーカーが請求を検
査した後でないと決定できません。
一般保証期間中は、エンジンシステムの規
定の点検整備は以下のようにして実施して
ください
R定期的に
R正しい時期に
R要求される作業を行なうために必要な専
門知識と専用工具を備えた指定サービス
工場で

一般保証 7
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すべての点検整備/メンテナンス作業が指
定サービス工場で行なわれたという確認
は、この整備手帳に記入されます。
排出ガス規制についての法的用件がある場
合は、以下のことに注意してください。
Rエンジンのメンテナンスは、特定の規制
に従い、専用の測定装置を使用して行な
う必要があります
R排出ガス関連の構成部品の改造または変
更は禁じられています
すべての点検整備/メンテナンス作業が指定
サービス工場で行なわれたという確認は、
この整備手帳に記入されます。
メンテナンス作業には、修理作業は含まれ
ません。修理作業は、別途請求されます。
エンジンシステムのメンテナンスについて
のさらなる情報は、MTUまたはMTU認
定メルセデス・ベンツ指定サービス工場で
入手できます。

保存したデータ

いくつかのエンジンシステムの電子構成部
品にはデータメモリーが含まれています。
これらのデータメモリーは、一時的にまた
は常時、以下に関する技術的情報を保存し
ます。
Rエンジンシステムの状態
R事象
R不具合
一般には、この技術的情報は、構成部品、
モジュール、システムまたは周辺環境の状
態が記されています。
例えば以下が含まれます。
Rフルードレベルなどのシステム構成部品
の作動状況
R車両/装備および、速度、走行中の減速、
アクセルペダルの位置などの個別の構成
部品の状況メッセージ
R重要なシステム構成部品の不具合と異常

R特殊な走行状況での車両/装備の反応およ
び作動状態
R外気温度などの周囲の状況
このデータは本来技術専用で、以下に使用
することができます。
R故障や異常の検知および修理を支援する
R事故後など車両機能を分析する
データは、車両の動きを調べるために使用
することはできません。
利用可能なサービスの1つを使用するとき
は、技術的情報を事象データメモリーおよ
び故障データメモリーから読み取ることが
できます。
例えばサービスには以下が含まれます。
R修理サービス
R点検整備工程
R一般保証および保証状況
R品質保証
情報は、専用の診断テスターを使用して
サービスネットワーク（メーカーを含む）
のスタッフによって読み取られます。必要
な場合は、さらなる方法が使用できます。
故障が修理された後に、情報は故障メモ
リーから削除されるか、常時上書きされま
す。

指定サービス工場

指定サービス工場は、エンジンについて専
門的基準から必要とされる作業を実施する
ために必須な専門的知識、工具、および資
格を有しています。これは特に安全関連の
作業に当てはまります。
整備手帳の注意事項に注意してください。
以下のメンテナンス作業は常に指定サービ
ス工場で行なってください。
R安全性に関連する作業
R整備作業およびメンテナンス作業
R修理作業

8 指定サービス工場
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R取り付け、架装および改良
R電子構成部品の作業
MTUまたはMTU認定メルセデス・ベン
ツパートナー工場にご連絡ください。

その他の適用書類

これらの取扱説明書には、すべてのモデル
およびDaimler AGの納車範囲内でお客様
のエンジンシステムで使用可能な標準およ
びオプション装備のすべてを記載していま
す。車両/装備へのエンジンシステムの取り
付けは、車両/装備およびその適切な使用に
適用される補足の取扱説明書が必要になる
ことがあります。これらの補足の取扱説明
書は、車両製造元/装備メーカー（最終製品
のメーカー）により提供されています。補
足の取扱説明書は、特に取り付け、および
作動に特有の機能、そのような機能の使用
法、ならびに警告および制御機構について
記載しています。
エンジンを正しく使用するためには、整備
手帳も必要です。
米国で認定された作業現場用エンジンで
は、"排出物保証" 補足版も必要です。
これらの書類は常に、エンジン、車両また
は装置と一緒に保管してください。エンジ
ン、車両または装置を売却する場合は、こ
れらの書類を新しい所有者に引き渡してく
ださい。
メンテナンス作業を実施するときは、イン
ターネット経由でワークショップ情報シス
テム（WIS）にアクセスする必要がありま
す。このアクセスは無料です。
システムおよび価格に関する最新情報は、
このアドレスのウェブサイトにあります。
http://service-parts.mercedes-
benz.com。"点検整備および部品に関する
情報"タブの"EPC, WIS/ASRA"をクリック
して、それから"WIS"をクリックします。
右側の "Register（登録）"をクリックする
ことによりログインできます。

その他の適用書類 9
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全般的な情報

エンジンは、4ストローク水冷直噴ディーゼルエンジンです。
エンジンには、コモンレール式ディーゼル噴射システム、冷却および制御式排気ガス再循
環装置およびチャージエアプレッシャーコントロール付排気ターボが装備されています。
エンジン出力によって、エンジンのターボチャージャーは、シングルステージ排気ターボ
チャージャー、または異径ツインシーケンシャル排気ガスターボチャージャー付ツーステー
ジ排気ターボチャージャーのいずれかになります。
バルブギアには、ギアホイール駆動による上部の2つのカムシャフトがあります。
エンジンは、一体式シリンダーヘッドが特徴です。シリンダーヘッドには、シリンダーあ
たり2つのインテークバルブと2つのエキゾーストバルブがあります。バルブは対称的
に配列されています。対称的なバルブ配列は、燃焼に最適なものです。
排気ガス後処理装置ユニットは、以下の技術により特徴付けられています（EUStage IIIA
用ではない）。
Rアンモニアスリップ触媒コンバーター付選択触媒還元（SCR）
Rディーゼル酸化触媒コンバーター（DOC）
エンジンブレーキは減圧ブレーキです。高い制動力を与える、制御式エキゾーストバルブ
があります。エンジンブレーキは、段階的に制御または調整することができます。

10 全般的な情報
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エンジン外観

エンジン概要：シングルステージチャージング付き 4R 1000
: 排気ガス再循環装置ポジショニング
; レール
= 燃料フィルター
? 外部エンジンスタート/エンジンストップスイッチ
A 高圧燃料ポンプ
B エンジン制御コントロールモジュール（MCM）
C レベルゲージ
D エアコンプレッサー
E パワーステアリングポンプ
F オイルパン
G チャージエアパイプ（冷）

エンジン外観 11
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エンジン概要：シングルステージチャージング付き 4R 1000
: クランクケースベンチレーション
; 排気ガス再循環装置パイプ（冷）
= 冷却コンプレッサー
? 冷却水サーモスタット
A 冷却水ポンプ連結オイルフィルター/オイルクーラーモジュール
B オイルパン
C スターターモーター
D 排気ガス後処理装置システムへのエキゾーストパイプ
E 排気ガスターボチャージャー
F 排気ガス再循環装置クーラー

12 エンジン外観
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エンジン概要：ツーステージチャージ付き 6R 1000
: 冷却コンプレッサー
; 排気ガス再循環装置ポジショニング
= レール
? 燃料フィルター
A 外部エンジンスタート/エンジンストップスイッチ
B エンジン制御コントロールモジュール（MCM）
C レベルゲージ
D エアコンプレッサー
E パワーステアリングポンプ
F オルタネーター
G オイルパン

エンジン外観 13
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エンジン概要：ツーステージチャージ付き 6R 1000
: クランクケースベンチレーション
; 排気ガス再循環装置パイプ（冷）
= 冷却コンプレッサー
? 冷却水ポンプ連結オイルフィルター/オイルクーラーモジュール
A オイルパン
B スターターモーター
C 低圧排気ガスターボチャージャー
D 排気ガス後処理装置システムへのエキゾーストパイプ
E 高圧排気ガスターボチャージャー
F パワーテイクオフ（PTO）
G ブーストプレッシャーポジショナー
H 排気ガス再循環装置クーラー

14 エンジン外観
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排気ガス後処理装置の概要

排気ガス後処理装置ユニット（EU Stage IIIA 用ではない）
: 排気ガス後処理装置システム吸気口にある窒素酸化物センサー
; AdBlue®混合管
= AdBlue®混合管からの排気ガス吸気口
? 排気ガス後処理装置の識別プレートの位置
A 排気ガス後処理装置システムのボックス
B 排気ガス排出口
C SCR触媒コンバーター上流の排気ガス温度センサー
D ポンプモジュール
E AdBlue®またはDEFメタリングユニット
F AdBlue®測定装置上流の排気ガス温度センサー

排気ガス後処理装置の概要 15
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排気ガス後処理装置ユニット（EU Stage IIIA 用ではない）
: 取付ブラケット
; エンジンからの排気ガス吸気口
= 排気ガス後処理装置システムコントロールユニット（ACM）
? 排気ガス後処理装置システム排出口にある窒素酸化物センサー
A SCR触媒コンバーター下流の排気ガス温度センサー

エンジン電子制御

エンジンシステムには、以下のコントロー
ルユニットで構成されるエンジン電子制御
システムが装備されています。
Rエンジン制御コントロールモジュール
（MCM）
Rドライブコントロールシステムユニット
（CPC）
R排気ガス後処理装置コントロールモ
ジュール（ACM）（EU Stage IIIA 用で
はない）

コントロールユニットは電子ネットワーク
で接続されています。データは CAN
（Controller Area Network：コントロー
ラーエリアネットワーク）経由で交換され
ます。
エンジン、排気ガス後処理装置および車両/
装備の接続部に加えて、エンジン電子制御
システムはそれ自身のモニターも行ないま
す。
発生した不具合または故障によって、警告
灯および表示灯が作動します (Y 19 ペー
ジ)。不具合は故障メモリーに保存され、必

16 エンジン電子制御
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要な場合はセーフティおよびエマージェン
シーモードが自動的に選択されます
(Y 32 ページ)。エンジン電子制御システ
ムが故障を検知すると、コントロールユ
ニット内に故障コードが保存されます。指
定サービス工場で (Y 8 ページ)、診断テス
ターを使用して読み取ることができます。

エンジン制御コントロールモジュール
（MCM）
エンジン制御コントロールモジュール
（MCM）はエンジンの側面にあります。エ
ンジンおよび車両のドライブコントロール
システムユニット（CPC）にある電気およ
び電子構成部品間のインターフェースとし
て作動します。
エンジン制御コントロールモジュール
（MCM）には以下の多くの機能があります。
Rコモンレールディーゼル噴射システムの
噴射制御
エンジン制御コントロールモジュール
（MCM）は、ドライブコントロールシス
テムユニット（CPC）からのトルク要求
を考慮しながら、最適な始動と噴射量を
算出します。
出力またはエンジンを保護するために使
用するデータなどの、このために必要な
すべてのデータはエンジン制御コント
ロールモジュール（MCM）に保存されま
す。
R排気ガス再循環装置（EGR）の調整
再循環された排気ガスの量と新鮮な空気
の量の割合は、エンジン回転数域全体で
正しく調整されます。
Rチャージエアプレッシャーコントロール
Rエンジンブレーキの制御
エンジン制御コントロールモジュール
（MCM）は、ドライブコントロールシス
テムユニット（CPC）により必要に応じ
てエンジンブレーキを制御します。
Rファン調整

最適なファン調整で、ファンクラッチに
あるソレノイドバルブは冷却水温度に応
じて作動します。
Rメーターパネルディスプレイ
メーターパネルのディスプレイのために、
エンジン制御コントロールモジュール
（MCM）は以下を検知します。
Rエンジンオイルレベル
Rエンジンオイル温度
R油圧
R冷却水温度
Rエンジン回転数

ドライブコントロールシステムユニッ
ト（CPC）
ドライブコントロールシステムユニット
（CPC）は、車両製造元/装備メーカーによ
り車両/装備の保護された場所に取り付けら
れています。車両/装備の電気および電子構
成部品、およびエンジンのエンジン制御コ
ントロールモジュール（MCM）の間のイン
ターフェースとして作動します。
ドライブコントロールシステムユニット
（CPC）には以下のたくさんの機能があり
ます。
R要求トルクの算出
ドライブコントロールシステムユニット
（CPC）は運転者の要求を登録します。
例えば、アクセルペダルの位置はドライ
ブコントロールシステムユニット
（CPC）によって検知されます。トルク
要求はそれから算出され、CAN接続経由
でエンジン制御コントロールモジュール
（MCM）に送信されます。
そうするときは、ギアボックスコント
ロール、リターダーコントロール、ABS
および ASRのようなオプションで接続

エンジン電子制御 17
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されているコントロールユニットからの
情報や制限が考慮されます。
Rメーターパネルに表示されるディスプレ
イおよび表示信号の出力。
R例えば冷却水レベル、充電電流およびエ
アフィルターのモニター
R法定速度制限
R始動要求の評価
対応する始動要求があるとすぐにエンジ
ン始動プロセスが開始されます（エンジ
ンスイッチまたは外部エンジンスタート/
エンジンストップスイッチ）。

排気ガス後処理装置コントロールモ
ジュール（ACM）（EU Stage IIIA
用ではない）
排気ガス後処理装置コントロールモジュー
ル（ACM）は、車両製造元/装備メーカー
により車両/装備の保護された場所に取り付
けられています。排気ガス後処理装置を調
整し制御します。
排気ガス後処理装置コントロールモジュー
ル（ACM）の機能
Rセンサー信号の評価
直接接続されたセンサーのセンサー信号
が評価されます。エンジン制御コント
ロールモジュール（MCM）および窒素酸
化物センサーのコントロールユニットに
より、CAN経由で提供されたデータも評
価されます。
RAdBlue®/DEF 噴射
AdBlue®/DEF の必要量の算出および
SCR デリバリーポンプの作動による
AdBlue®/DEF の供給。
AdBlue®/DEF測定ユニットの作動によ
る噴射。

BlueTec®排気ガス後処理装置シス
テム（EU Stage IIIA 用ではない）

エンジンが始動した後は、ただちに排気ガ
ス後処理装置システムが作動し、エンジン
作動中は作動したままになります。排気ガ
スの汚染排出物は、排出物規制に規定され
ている制限まで減少します。
排気ガスの処理は以下により行なわれます。
Rアンモニアスリップ触媒コンバーター付
選択触媒還元（SCR）
Rディーゼル酸化触媒コンバーター
（DOC）
排気ガス後処理装置システムの正しい作動
を確保するために、除去剤AdBlue®でのみ
エンジン/車両を作動させてください。
AdBlue®/DEFは、メンテナンス作業の一
部としては補充されません。そのため、
AdBlue®/DEFタンクは定期的に補充して
ください。
AdBlue®/DEF なしで、またはメルセデ
ス・ベンツまたはMTUに承認されていな
い他の成分で車両または装備を作動させる
と、エンジンの使用許可または承認が無効
になります。

排気ガス再循環装置

排気ガス再循環装置（EGR）は、主に排気
ガス後処理前に窒素酸化物の量を低下させ
るために使用されます。これは排ガス規制
に準拠するために役立ちます。
燃焼混合物の酸素濃度が低下するように、
引き込まれた、または充填された新鮮な空
気に排気ガスが加えられます。燃焼混合物
の排気ガスの濃度が非常に高い場合は、燃
焼は低下します。
すすの粒子、一酸化炭素（CO）および炭化
水素（HC）の排出が増加します。

18 排気ガス再循環装置
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反対に、新鮮な、または充填された空気の
濃度が非常に高かった場合は窒素酸化物の
排出が増加します。

警告および表示灯

重要な安全上の注意事項
警告灯および表示灯を無視した場合は、構
成部品またはシステムの故障や不具合を認
識できません。走行およびブレーキ特性が
変化し、交通、および車両または装備の操
作安全性が制限されることがあります。影
響のあるシステムを指定サービス工場で点
検および修理を行なってください。警告灯
および表示灯に常に注意し、対応する修理
処理に従ってください (Y 34 ページ)。

概要
表示灯および警告灯の表示は、特定の車両
または装備のために設計されています。車
両または装備の取扱説明書に記載されてい
る情報に注意してください。以下に記載さ
れているアイコンは例に過ぎず、車両また
は装備で表示が異なることがあります。
故障または警告時は、警告灯または表示灯
が自動的に点灯します。故障または警告の
優先度によって、警告灯および表示灯が異
なる組み合わせで点灯します。
以下の警告灯および表示灯がメーターパネ
ルで作動することがあります。

表示灯 記載

赤色 エンジン停止

Ù エンジンシステムの不具合

·1 排気ガス後処理装置システ
ムまたはAdBlue®/DEF
供給の排出ガスに関連する
故障

表示灯 記載

1（常
時点灯）

トルクの作動制限

1（点
滅）

トルクおよびエンジン回転
数の作動制限

# 充電電流

Ø1

（オプショ
ン）

AdBlue®/DEF予備レベル

5

（オプショ
ン）

著しく低いオイル圧力（エ
ンジン）

4（常時
点灯）

エンジンオイルレベルが低
い

4（点
滅）

エンジンオイルレベルが著
しく低い

,

（オプショ
ン）

著しく低い冷却水レベル

?

（オプショ
ン）

著しく高い冷却水温度

Ã

（オプショ
ン）

コンティニュアスブレーキ
の作動

é

（オプショ
ン）

クルーズコントロール

1 EU Stage IIIA 用ではない
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表示灯 記載

È

（オプショ
ン）

スピードリミッター

I

（オプショ
ン）

パワーテイクオフの作動
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操作に関する安全性

G 警告
規定の点検整備または必要な修理を行っ
ていないと、故障やシステム故障を引き
起こすおそれがあります。事故の危険性
があります。
規定の点検整備、必要な修理は必ずメル
セデス・ベンツ指定サービス工場で行っ
てください。

エンジンシステムの操作に関する安全性は、
システム全体（例えば車両または作業機械）
への取り付けが専門的に正しく行われてい
るかどうかによります。また、エンジンの
運転者であるお客様も安全な作動に影響を
およぼします。
規定のメンテナンス間隔に従うことが、エ
ンジンの安全な作動のために満たすべき条
件の一部です。
ただし、エンジンの安全作動は正しい使用
と手入れによっても異なります。例えばこ
れには定期的なオイルレベルの点検も含ま
れます。

安全措置

エンジンの損傷は、けがにつながることも
あります。エンジンの損傷を避けるために、
以下の安全対策を必ず実施しなければなり
ません。
Rエンジン始動時には、必ずバッテリーを
確実に固定する
Rエンジン回転中には、バッテリーの接続
を外さない
Rエンジンの始動に急速充電器を使用しな
い
Rジャンプスタート手順には、単独のバッ
テリーしか使用できない

Rバッテリーを急速充電する場合、バッテ
リー端子の接続を必ず外す
Rバッテリーの急速充電の操作手順を順守
する
R電気溶接作業を行なうときは、バッテ
リーの"+"および"-"の端子が切断されてい
ることに注意してください。
Rコントロールユニットのコネクターの接
続 / 取り外しは、電気装備が停止してい
る場合にのみできます
Rコントロールユニットの電源の極性が不
適切である（たとえば、バッテリーを
誤って接続している）場合は、コント
ロールユニットに修復不可能な損傷を引
き起こすことがあります
Rディーゼル噴射システムの結合部は規定
の締め付けトルクで締め付けてください
R塗装面を乾燥させるときは、温度が
80†を超えないようにしてください（乾
燥室など）。
R電気コネクターを測定するときは、必ず
適切な検査プローブ（メルセデス・ベン
ツ接続セットなど）を使用してください。
外部アンテナに接続されていない電話お
よび無線機は、電子制御部品の故障の原
因となり、エンジンの操作安全性を危険
にさらすことがあります。

警告ステッカー
警告ステッカーをはがした場合は、特定の
危険を認識し損なうことがあります。
エンジンシステムには、さまざまな警告ス
テッカーが貼付されています。それらの目
的は、さまざまな危険性を喚起するためで
す。
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電子制御システムについての注意事項

重要な安全上の注意事項

G 警告
電子部品、ソフトウェア配線への改造は、
それらの機能およびその他のネットワー
クでつながっている構成部品の機能を損
なうことがあります。特に、安全にかか
わるシステムに影響が生じるおそれがあ
ります。結果として、車両の機能が適切
に作動しないあるいは走行安全性が危険
にさらされることがあります。けがや事
故の危険が高まります。
また、決して配線、電子制御部品やソフ
トウェアを改造しないでください。電気
装備および電子機器に関するすべての作
業および改造はメルセデス・ベンツ指定
サービス工場で必ず行ってください。

電子構成部品、そのソフトウェアまたはそ
れらの配線に改造した場合は、車両/装備の
一般使用許可が無効になることがあります。

電磁環境適合性
エンジンシステム構成部品の電磁環境適合
性は、現在有効なバージョン指令
ECE-R 10に応じて点検および認証されま
す。

診断接続
診断器接続部は、指定サービス工場で診断
機器を接続するために使用されます。

G 警告
装置を車両の診断器接続部に接続すると、
車両システムの操作に影響を与える場合
があります。その結果、車両の操作安全
性が影響を受けることがあります。事故
の危険性があります。
車両の診断器接続部には、メルセデス・
ベンツによってお客様の車両に認可され
た装置のみを接続してください。

エンジンを停止して、診断器接続部に接続
した機器を使用している場合は、スター
ターバッテリーが放電することがあります。
例えば、機器を診断器接続部に接続すると、
排出ガスモニター情報をリセットする原因
となります。結果として、法律で規定され
た次の排出物テストの要件を車両/装備が満
たさない可能性があります。

スタッフの資格

G 警告
規定の点検整備または必要な修理を行っ
ていないと、故障やシステム故障を引き
起こすおそれがあります。事故の危険性
があります。
規定の点検整備、必要な修理は必ずメル
セデス・ベンツ指定サービス工場で行っ
てください。

エンジンの操作、メンテナンス、および修
理にあたる要員は、訓練に加えてオペレー
ターによる状況説明と承認を受けた者でな
ければなりません。メンテナンスと修理作
業の従事者について規定された法定最低年
齢に従ってください。

i 国内法によっては、作業従事者にさら
に対策が必要になることがあります。お客
様の国内の関連法令に従ってください。

組織的対応

オペレーターは、作動、メンテナンスおよ
び修理の責務を決定しなければなりません。
エンジンの作動、あるいは作業実施の責務
を負う要員に対して取扱説明書と整備手帳
を渡してください。
作業者に対するエンジン操作方法の指示は、
取扱説明書を使用して行なってください。
そうするときは、安全についての情報は特
に強調してください。これは、エンジンに
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ついての作業を頻繁に行なわない作業者に
とって特に重要です。
取扱説明書と整備手帳は、エンジンの作動
場所付近の手に取りやすい場所に常に備え
ておいてください。
取扱説明書に加え、法的なものとその他の
拘束力を持つものを含め、一般的またはあ
る国特有の、事故防止と環境保全のための
規制にも従ってください。
補足の取扱説明書の情報にも注意してくだ
さい。これらは、装置メーカー/車両製造元
により提供されています。
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輸送

G 警告
記載されているようにエンジンを持ち上
げない場合は、その用途のために想定さ
れたラグが外れたり、折れることがあり
ます。これは特に、ラグの最大許容荷重
を超えた場合です。そして、エンジンは
制御できなくなり、重大な、または致命
的なけがの原因になることがあります。
常に以下のことを確認してください。
Rエンジンが想定されたリフティングポ
イント/リフティングラグでのみ持ち上
げられていること
Rエンジンが固定位置でのみ持ち上げら
れて運搬されていること
Rロープ/チェーンが常に垂直に通ってい
ること
R最初の納品時の一般的な部品のみがエ
ンジンに装着されていること

G 警告
不適切な位置、および/または吊り上げ装
置を使用してエンジンを持ち上げる場合
は、以下のようになることがあります：
R緩んで落下する
R重心が変化した結果として制御できず
に動く
けがの危険性があります。
適切な吊り上げ装置を使用し、意図され
た持ち上げ位置でのみ、エンジンを持ち
上げてください。エンジンを上げ下ろし
するときは、危険な範囲に誰もいないこ
とを確認してください。

! エンジンは通常、オイルを充填した状態
で出荷されます。エンジンを傾けた状態ま
たは横倒しの状態で輸送すると、オイルが
漏れることがあります。エンジンは、必ず
取付け状態で輸送してください。

! エンジンまたは排気ガス後処理装置ユ
ニット（EU Stage IIIA 用ではない）を踏
みつけないようにしてください。さもない
と、損傷するおそれがあります。

例：クロスメンバーを使用して
水平にしたエンジンに対してチェーン/ロー
プが 90°になるように、クロスメンバー
のみを使用してエンジンを持ち上げてくだ
さい。

: 例：ベルト側リフティングポイント

; 例：フライホイール側リフティングポイ
ント
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取り付け

エンジンシステムは、契約で規定されたよ
うにのみ取り付けなければなりません。
"正しい使用法" (Y 7 ページ) および"エンジ
ン出力の変更" (Y 6ページ)に従ってくださ
い。
Daimler AGでは、最初の取り付けのため
の取り付けガイドラインのような包括的な
資料を車両製造元に提供します。車両製造
元はこれを考慮しなければなりません。修
理作業後にエンジンを装着するなどの場合
は、ワークショップ情報システム（WIS）
の情報を考慮に入れる必要があります(Y 9
ページ)。
"指定サービス工場" (Y 8ページ)および "そ
の他の適用書類" (Y 9ページ)の項目に注意
してください。
ご質問がある場合は、MTU またはMTU
認定メルセデス・ベンツ指定サービス工場
にご相談ください 。
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作動の準備

工場からの初期運転用オイル装備エン
ジン
エンジンには初期運転用オイルが工場で充
填されています。
これらの高品質エンジンオイルは、慣らし
運転中に最適なオイルです。これらのエン
ジンオイルは、適用されるオイル交換間隔
に応じた次回のオイル交換時期まで使用す
ることもできます。これにより、特別な慣
らし運転用オイルと追加のオイル交換が不
要となります。

エンジンオイルレベルの点検
エンジンにはオイルレベル電子検知システ
ムが装備されています。
エンジンにレベルゲージも装備されている
場合は、これはオイルレベル電子計測シス
テムの補助です。

オイルレベル電子測定 – システムの説
明
エンジンオイルレベルセンサーはオイルレ
ベル計測用オイルパンに取り付けられてい
ます。電気信号はエンジン制御コントロー
ルモジュール（MCM）で検知され、ドライ
ブコントロールシステムコントロールユ
ニット（CPC）に送信されます。
エンジンがかかっていなくてイグニッショ
ンがオンのときに、出力を表示灯またはマ
トリックスディスプレイに表示できます。
走行中はエンジンオイルレベルは表示され
ません。

オイルレベルの電子的な点検
! オイルを追加しすぎないでください。多
くのオイルを追加した場合は、エンジンま
たは排気ガス後処理システムが損傷するお
それがあります。余分なオイルは、排出す
るか吸い上げてください。

毎日走行前または燃料補給のたびなど、定
期的にエンジンオイルレベルを点検してく
ださい。
車両/装備メーカーにより提供されている取
扱説明書の情報にも従ってください。
X車両/装置を水平な場所に駐車してくださ
い。

Xパーキングブレーキを効かせてください。
Xエンジンを停止する
Xエンジンスイッチをドライブポジション
に切り替えます。

Xエンジンを停止した後、5分間以上待ち
ます。

i 現在のオイルレベル情報は、車両を停
止させて、エンジン停止後5分間以上経過
した場合のみ呼び出すことができます。そ
れからイグニッションをオンにして、ライ
ト故障表示灯を待ちます。

! オイルレベルを測定するには、車両また
は機器が水平面になければなりません。車
両が坂道にあるときにオイルレベルを測定
すると、誤った測定値が表示されます。

オイルレベルが低い場合は、4表示灯が
点灯します
オイルレベルが著しく低くてエンジンを始
動してはいけない場合は、4表示灯が点
滅します
X必要な場合は、補給口:を使用してオイ
ルを補充してください。

エンジン用に承認されていて、指定された
SAE分類に一致するエンジンオイルのみを
使用してください (Y 50 ページ)。

表示灯によるオイルレベルメッセージ
オイルレベルが低い場合は、4表示灯が
点灯します。オイルレベルが低いです。オ
イルを補充してください。補充する量を測
定するには、レベルゲージを使用します。
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i 不足量をただちに補給してください。
エンジンオイルレベルが著しく低い場合は、
4 表示灯が点滅して、警告音が鳴りま
す。オイルレベルが著しく低い場合は、エ
ンジンを始動せず、ただちにオイルを補給
してください。補充する量を測定するには、
レベルゲージを使用します。

! ただちにオイルレベルを修正する必要が
あります。エンジンが故障するおそれがあ
ります。

マトリックスディスプレイによるオイ
ルレベルメッセージ
オイルレベルメッセージの表示は、車両ま
たは装備メーカーによって決められていま
す。車両/装備メーカーにより提供されてい
る取扱説明書の情報に従ってください。
エンジンオイルレベルが低い場合は、ディ
スプレイに表示されている不足量のオイル
を補充してください。
エンジンオイルレベルが著しく低い場合は、
エンジンを始動せず、ディスプレイに表示
されている不足量のオイルを補充してくだ
さい。

! ただちにオイルレベルを修正する必要が
あります。エンジンが故障するおそれがあ
ります。

レベルゲージのオイルレベルの点検
! オイルを追加しすぎないでください。多
くのオイルを追加した場合は、エンジンま
たは排気ガス後処理システムが損傷するお
それがあります。余分なオイルは、排出す
るか吸い上げてください。

各走行前または燃料補給のたびなど、定期
的にエンジンオイルレベルを点検してくだ
さい。
X車両/装置を水平な場所に駐車してくださ
い。

Xパーキングブレーキを効かせてください。

Xエンジンを停止します。
X約5分間待ちます。

Xレベルゲージ;でエンジンオイルレベル
を点検します。オイルレベルは、レベル
ゲージ;の上と下のマークの間になけれ
ばなりません。

X必要な場合は、補給口:を使用してオイ
ルを補充してください。

エンジン用に承認されていて、指定された
SAE分類に一致するエンジンオイルのみを
使用してください (Y 50 ページ)。

冷却水レベルの点検
X車両/装備の取扱説明書に記載されている
ように冷却水レベルを点検します。

X必要な場合は、冷却システムに補充しま
す。エンジンに認証された冷却水のみを
使用してください (Y 51 ページ)。

燃料レベルを点検する
燃料計で燃料レベルを点検するためには、
車両の取扱説明書をご覧ください。必要な
場合は給油します (Y 52 ページ)。
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シャーシフレームの燃料プレフィル
ターの水量を点検する

H 環境上の注意事項：
水と燃料の混合物を処分するときは、環
境に配慮してください。

例：シャーシフレームの燃料プレフィルター
機能 ページ

1 燃料プレフィルター

2 ドレンプラグ

3 点検窓

4 手動給油ポンプ

5 ブリーダー

点検窓 = に水が集められている場合は、
シャーシフレームの燃料プレフィルター:

の排水をします。
必要なときは、シャーシフレームの燃料プ
レフィルター:の排水をします。霜の危険
性がある場合は、定期的にこれを行ないま
す。
シャーシフレームの燃料プレフィルターの
排水をする

Rドレンプラグ;の下に容器を置きます。
Rドレンプラグ ; をまわして開きます。
R手動給油ポンプ?を押して、燃料/水の
混合物を集めます。
Rドレンプラグ ; をまわして閉じます。

AdBlue®/DEF レベル（EU Stage
III3A用ではない）の点検
AdBlue®/DEF 計で AdBlue®/DEF 量を
点検するためには、車両の取扱説明書をご
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覧ください。必要な場合は給油します
(Y 46 ページ)。

エンジンの始動および停止

エンジンを始動する

G 警告
エンジンの燃焼は、一酸化炭素のような
有毒な排気ガスを排出します。これらの
排気ガスを吸い込むと中毒につながりま
す。致命的なけがの危険性があります。
従って、十分な換気がない閉じた空間で
エンジンを作動させたままにしないでく
ださい。

! エンジンオイル圧が非常に低い場合は、
メーターパネルの警告灯が点灯します。警
告音も鳴ります。
エンジンの操作安全性が損なわれています。
ただちにエンジンを停止してください。

! エンジンが始動してすぐに発進しないで
ください。十分なエンジンオイル圧になる
まで、始動後は少しの間エンジンをニュー
トラルのままに始動させてください。エン
ジンが冷えているときに、高いエンジン回
転数で走行しないでください。
これにより、過度な摩耗や可能性のあるエ
ンジン故障を防ぎます。

適度なエンジン回転数で走行することによ
りエンジンを素早く暖機します。外気温度
によって、エンジンは約10～20分後に作
動温度に達します (Y 74 ページ)。
エンジンが正常な作動温度に達すると、エ
ンジンの最高出力を使用することができま
す。
表示灯および警告灯の表示は、特定の車両
または装備のために設計されています。補
足の取扱説明書の情報にも注意してくださ
い。これらの補足取扱説明書は、車両製造
元/装置メーカーにより提供されています。

さらなる安全性のため、エンジン電子制御
システムにはトランスミッションがニュー
トラルのときにのみエンジンを始動できる
機能が装備されています（車両の仕様/装備
の仕様による）。

キーでエンジンを始動する
! エンジンが始動したら、オイルプレッ
シャーが表示されるまで、エンジンをアイ
ドリング回転数で作動させてください。約
10秒経過後もオイルプレッシャーが表示さ
れない場合は、エンジンを停止してくださ
い。原因を特定してください。この状態で
はエンジンの安全な動作が危険にさらされ
ています。

例：エンジンスイッチ
g 車両キーの挿入/抜き取り
1 ステアリングのロック解除/ラジオポジ
ション

2 走行ポジション（イグニッション）
3 スタートポジション
X車両/装備が動き出さないように固定しま
す。

Xパワーテイクオフを解除します。
Xギアをニュートラルに入れます。
Xエンジンを始動する：エンジンスイッチ
のキーを走行ポジション2にまわしてく
ださい。

Xエンジンスイッチのキーをスタートポジ
ション3にまわしてください。この操作
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中は、アクセルペダルを踏まないでくだ
さい。

Xエンジンが始動したら、キーから手を放
してください。
アイドリング回転数は自動的に制御され
ます。
i 非常に低い外気温度では、エンジンの
アイドリング回転数が上昇します。
Xエンジンがただちに始動しない場合：30
秒以内に始動プロセスを中断します。

Xエンジンスイッチのキーをストップポジ
ションg にまわして戻してください。

X約1分の待機時間後に始動プロセスを繰
り返します。

Xエンジンが始動できなかった場合：始動
特性悪化の原因を修理してください
(Y 64 ページ)。

Xエンジンが始動したら、すみやかに油圧
ゲージを確認してください。

外部エンジンスタート/エンジンストッ
プスイッチでエンジンを始動する
X外部エンジンスタート/エンジンストップ
スイッチで始動する： (Y 59 ページ)。

エンジンを停止する

G 警告
機材のスイッチをOFFにする、あるいは
車両を駐車する場合、排気システムが、
枯葉、草、およびその他引火性の高い可
燃物などに接触しないように注意してく
ださい。

G 警告
車両が動いている間にイグニッションを
オフにした場合は、安全に関する機能が
制限されるか、作動しなくなります。こ
れにより、例えばパワーステアリングの
機能およびブレーキの倍力装置に影響を
与えることがあります。そして、ステア
リング操作およびブレーキ操作に非常に

大きな力が必要となります。事故の危険
性があります。
車両が動いている間にイグニッションを
オフにしないでください。

! 以下の場合は道路や交通状況に注意を払
いながら、ただちにエンジンを停止してく
ださい。
Rオイル圧が低下した、または著しく変動
している
R出力またはエンジン回転数が低下し、ポ
ジションセンサー（アクセル）の位置が
そのままである
Rマフラーから濃い煙が排出された
R冷却水またはエンジンオイル温度が急速
に上がった
Rエンジンまたは排気ガスターボチャー
ジャーから突然異音が聞こえた

X車両/装備を駐車してください。
X車両/装備が動き出さないように固定しま
す。

Xトランスミッションをニュートラルに入
れ、駆動システムから切り離してくださ
い。

以下の場合は、エンジンを停止する前に、
エンジンを約2分間アイドリングさせてく
ださい。
R冷却水温度が著しく高い（100†以上）。
Rエンジンを最高出力で作動させた。
Xエンジンを停止する：エンジンスイッチ
の車両キーをuの位置で停止するまでま
わして戻します。

i エンジンを停止（EU Stage IIIA 排出
ガス認定用ではない）を停止したときに、
システムが少しの間作動し続けることがあ
ります。取り付け位置、操作状況および周
囲の温度によっては、冷却を確実に行なう
ためにAdBlue®/DEF の循環が必要です。
このため、この時間中はAdBlue®/DEFの
デリバリーポンプが作動します。
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外部エンジンスタート/エンジンストッ
プスイッチでエンジンを停止する
X外部エンジンスタート/エンジンストップ
スイッチでエンジンを停止する：
(Y 59 ページ)。

コンティニュアスブレーキの設定と解
除の切り替え

G 警告
エンジンのブレーキ効果を上げるために
滑りやすい路面でコンティニュアスブ
レーキを作動させる、または低いギアに
シフトした場合は、駆動輪がトラクショ
ンを失うことがあります。横滑りや事故
の危険性が高くなります。
滑りやすい路面では、エンジンのブレー
キ効果を上げるためにコンティニュアス
ブレーキを作動させたり、低いギアにシ
フトしないでください。

エンジンブレーキおよびリターダーはコン
ティニュアスブレーキとして使用されます。
特に長い下り坂勾配で以下をする場合は、
エンジンのブレーキ効果を使用できます。
Rコンティニュアスブレーキを作動させる
R適切なタイミングで低速ギアに切り換え
る
下り坂を走行するときにエンジンのブレー
キ効果が不十分な場合は、ブレーキペダル
をゆっくりと踏みます。
リターダー非装備車両には、2 段階のブ
レーキのみが装備されています。
コンティニュアスブレーキの作動（車両/装
備の取扱説明書をご覧ください）。
コンティニュアスブレーキが作動している
ときは、メーターパネルのÃ表示灯が点
灯します。
ABS（アンチロックブレーキングシステ
ム）が介入したときは、コンティニュアス
ブレーキがオフになります。メーターパネ

ルのÃ 表示灯が点灯したままになりま
す。

エンジンブレーキ
エンジンブレーキの効果は、エンジン回転
数によって異なります。高いエンジン回転
数は、より効果的なエンジンブレーキにつ
ながります。
タコメーターにマークされている有効なエ
ンジンブレーキ域に注意してください
(Y 33 ページ)。
最高許容エンジン回転数は、車両/装備の適
用によって制限されることがあります。
車両または装備の取扱説明書に記載されて
いる情報に注意してください。
著しく低い外気温度では、エンジンが始動
した後にエンジンブレーキが制限されるか、
または効果がなくなります。
エンジンブレーキの操作（車両または装備
の取扱説明書をご覧ください）。

リターダー
リターダーの操作は、車両または装備の取
扱説明書をご覧ください

アイドリング回転数

エンジンが始動した後は、アイドリング回
転数は自動的に制御されます。エンジンの
アイドリング回転数は、エンジンまたはパ
ワーテイクオフ装備車両によって特定の作
動条件では異なることがあります。
約600～800rpmの間でアイドリング回
転数を設定できます。
非常に低い外気温度では、エンジンのアイ
ドリング回転数は上昇します。
エンジン電子制御システム経由で、回転数
を作動回転数に設定できます。これにより、
ポンプのような補助装置を作動速度で作動
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させることができます。作動回転数の設定
は、車両の取扱説明書をご覧ください。

クライメートコントロール

クライメートコントロールシステム
! 少なくとも月に 1度は、約10分間エ
アコンディショナーを作動させてください。
さもないと、冷媒のコンプレッサーが損傷
することがあります。

H 環境上の注意事項
必要な場合にのみ、エアコンディショ
ナーシステムを作動させてください。エ
アコンディショナーシステムが作動して
いるときは、燃料消費が増えます。

クライメートコントロールシステムは、エ
ンジンがかかっているときにのみ操作でき
ます。クライメートコントロールシステム
の操作（車両の取扱説明書をご覧くださ
い）。

操作モニター

充電電流
エンジンが始動した後は、充電電流表示灯
が消灯しなければなりません。
エンジンがかかっているときに#表示灯
が消灯しない、または点灯している場合は、
エンジンを停止させてください。不具合の
原因を探し、解決してください (Y 64
ページ)。

エンジン電子制御
エンジンが始動した後は、表示灯および警
告灯が消灯しなければなりません。
表示灯または警告灯が消灯しない、または
エンジンがかかっている間に点灯した場合
は、エンジン電子制御システムに不具合が
あります。

不具合の原因を探し、解決してください
(Y 64 ページ)。
それぞれの不具合は、故障コードとともに
システム内に保存されます。一時的な不具
合も保存されます。
故障コードは、指定サービス工場で診断テ
スターを使用して読み取ることができます
(Y 7 ページ)。

油圧
エンジンがかかっているときに1表示灯
が消灯しない場合、または点灯している場
合は、エンジンを停止させてください。不
具合の原因を探し、解決してください
(Y 64 ページ)。

作動制限（EU Stage IIIA 用ではな
い）
エンジン電子制御システムは以下のモニ
ターを行ないます。
R排気ガス後処理装置の排気ガス関連の不
具合
R排気ガス後処理装置の電子モニターの不
具合
RAdBlue®/DEF抑制剤の消費、レベルお
よび品質
RNOx（窒素酸化物）排出量許容基準に応
じた触媒コンバーターの効率
トルク低下という形での作動制限、出力お
よび速度制限が起こることがあります。

作動制限無効化用エマージェンシース
イッチ（EUStage IIIA用ではない）
排気ガス後処理装置システムまたは
AdBlue®/DEF供給に排気ガス関連の不具
合が検知されると、作動制限されることが
あります（エンジントルクおよびエンジン
回転数の制限）。
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緊急時にはスイッチを押して、作動制限を
無効化することができます。これは最長30
分間、最大エンジン出力が使用可能である
ことを意味しています。スイッチを操作す
ることによる緊急機能は、最高3回設定す
ることができます。
最終的な作動制限（アイドリング速度およ
びトルクの 20％）に達したときは、ス
イッチは無効になります。

ディスプレイ

タコメーター
! 最高許容エンジン回転数を超えた場合
は、警告音が鳴ります。
エンジンの音ではなく、タコメーターに表
示されるエンジン回転数に応じて走行およ
びギアチェンジを行なってください。
赤色の過回転域での走行は避けてください。
エンジンの損傷につながるおそれがありま
す。

エンジン回転数表示は車両製造元の責任で
あり、メルセデス・ベンツにより提供され
ているわけではありません。Daimler AG
では、車両製造元は以下により分割される
タコメーターを使用することを推奨します。
R作動効率
Rエンジンブレーキの範囲
Rエンジンの過回転域
タコメーターの全体的な注意事項
R走行中はタコメーターを注視し、経済的
な作動域内を保ってください。
上り坂勾配で、または追い越し時などの
いくつかの状況では、経済的なエンジン
回転数域外でエンジンを作動させること
が必要となることがあります。
R経済的なエンジン回転数域内でエンジン
を作動させている場合は、低い燃料消費
および摩耗の低減が可能になります。

Rエンジンブレーキモードでは、中程度の
エンジン回転数域で走行します。最大の
エンジンブレーキ効果は、赤色の過回転
域直前で達成されます。
R下り坂勾配を走行しているときは、エン
ジン回転数が過回転域（赤色にマークさ
れている）に入っていないことを確認し
ます。
Rアイドリング回転数は、冷却水温度に
よって自動的に設定されます。
R車両を停止させていて、エンジンがか
かっている、そしてトランスミッション
がニュートラルにあるときは、エンジン
はスロットルを緩やかにのみ増加させま
す。

AdBlue®/DEF レベル（EU Stage
IIIA 用ではない）
AdBlue®/DEF表示は車両製造元の責任で
あり、メルセデス・ベンツにより提供され
ているわけではありません。車両製造元が
AdBlue®/DEF ゲ ー ジ お よ び
AdBlue®/DEF 予 備 レ ベ ル 用
AdBlue®/DEF 表示灯Ø を使用するこ
とを、Daimler AGは推奨します。
AdBlue®/DEF除去剤は、エンジン排出物
低減のために必要なものです。
AdBlue®/DEFがない状態で車両を作動さ
せている場合は、MOTの承認/使用許可は
無効になります。この法的結論は、車両が
一般道で作動できなくなる可能性があると
いうことです。
AdBlue®/DEF レベルが約10%に下がっ
た 場 合 は 、 メ ー タ ー パ ネ ル の
AdBlue®/DEF予備レベル用警告灯が点灯
します。適時、AdBlue®/DEFタンクに補
充してください (Y 46 ページ)。
表示を無視し、AdBlue®/DEFレベルがさ
らに下がった場合は、エンジントルクおよ
びエンジン回転数が低下することがありま
す (Y 32 ページ)。
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エンジン回転数域全体で最大20%までエ
ンジントルクが制限されることがあります。

アイドリング回転数までエンジン回転数が
制限されることがあります。

警告および表示灯

警告灯および表示灯 - 原因/結果および解決法
表示および警告灯の表示形式は車両の仕様/装備の仕様によります。装備/車両の取扱説明
書に含まれている情報に従ってください。以下に記載されているアイコンは例で、車両/装
備に表示されるそれらのアイコンと異なることがあります。故障または警告の優先度によっ
て、警告灯および表示灯が異なる組み合わせで点灯します。
警告灯および表示灯を無視した場合は、構成部品またはシステムの故障や不具合を認識で
きません。影響のあるシステムを指定サービス工場で点検および修理を行なってください。

警告灯および表示灯

トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

r 表示灯が赤色に
点灯した。

エンジンシステムの重大な故障が検知された。
X交通状況に注意を払いながらただちに車両/装備を停止し、指
定サービス工場にご連絡ください。

Ù 表示灯が点灯し
た。

許可されていない作動状況がエンジンシステムで検知された。
以下のシステムの1つに不具合がある：
Rエンジン
Rエンジン冷却
Rエンジン制御
Rディーゼル噴射システム
Xさらなる表示灯が表示された場合は、原因を診断するときに
表示灯の組み合わせ（下記参照）を考慮します。

X指定サービス工場でシステムを点検してください。

# 表示灯が点灯し
た。

電力供給で不具合が検知された。
X不具合がない場合は、エンジンが始動した後に表示灯が消灯
します。

X表示灯が消灯しない場合、またはエンジンがかかっていると
きに点灯する場合は、故障の原因を指定サービス工場で修理
してください。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

1 表示灯が点灯し
た。

エンジン潤滑油の供給で不具合が検知された。
X不具合がない場合は、エンジンが始動した後に表示灯が消灯
します。

Xエンジンがかかっているときに表示灯が消灯しない、または
点灯した場合は、エンジンを停止させてください。

Xエンジンオイルレベルを点検します (Y 26 ページ)。
X解決しない場合は、不具合を指定サービス工場で修理してく
ださい。

+ 表示灯が点灯し
た。

冷却回路で不具合が検知された。冷却水レベルが著しく低い。
X不具合がない場合は、エンジンが始動した後に表示灯が消灯
します。

Xエンジンがかかっているときに表示灯が消灯しない、または
点灯した場合は、エンジンを停止させてください。

X冷却水レベルを点検します (Y 27 ページ)。
X解決しない場合は、不具合を指定サービス工場で修理してく
ださい。

? 表示灯が点灯し
た。

冷却回路で不具合が検知された。冷却水温度が高すぎる。
X不具合がない場合は、エンジンが始動した後に表示灯が消灯
します。

Xエンジンがかかっているときに表示灯が消灯しない、または
点灯した場合は、エンジンを停止させてください。

X冷却水レベルを点検します。
X解決しない場合は、不具合を指定サービス工場で修理してく
ださい。

指示に従わない場合は、エンジン性能およびトルクが制限され
ることがあります。

2 表示灯が点灯し
た。

表示灯がエンジンオイルレベルの状態を示している。エンジン
オイルレベルが低い。
X電子式オイルレベル測定が完了し、"低いオイルレベル"が検
知されると、表示灯が点灯します。

Xエンジンオイルレベルを修正します (Y 26 ページ)。
X解決しない場合は、不具合を指定サービス工場で修理してく
ださい。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

2 表示灯が点滅し
た。

表示灯がエンジンオイルレベルの状態を示している。エンジン
オイルレベルが著しく低い。
X電子式オイルレベル測定が完了し、"著しく低いオイルレベ
ル"が検知されると、表示灯が点灯します。

Xエンジンを始動しないでください。
Xエンジンオイルレベルを修正します (Y 26 ページ)。
X解決しない場合は、不具合を指定サービス工場で修理してく
ださい。

w 表示灯が点灯し
た。

表示灯は、コンティニュアスブレーキの状態を示している。
X表示灯は、コンティニュアスブレーキの作動後に点灯します。
X装備/車両の取扱説明書に含まれている情報に注意してくださ
い。

X解除後に表示灯が消灯しない場合、または常時点灯している
場合は、不具合があります。

Xただちに不具合をメルセデス・ベンツ指定サービス工場で修
理してください。

= 表示灯が点灯し
た。

表示灯は、クルーズコントロールの機能の状態を示している。
X表示灯は、クルーズコントロールの作動後に点灯します。
X装備/車両の取扱説明書に含まれている情報に注意してくださ
い。

È 表示灯が点灯し
た。

表示灯は、可変スピードリミッターの状態を示している。
Xスピードリミッターによる速度制限が作動された後に、表示
灯は点灯します。

X作動している制限速度は、車両/装備のディスプレイに表示さ
れます。

X装備/車両の取扱説明書に含まれている情報に注意してくださ
い。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

È 表示灯が点滅し
た。

表示灯は、スピードリミッターにより設定された速度を超えた
ことを示している。
Xスピードリミッターにより設定された最高速度（速度制限）
から、3 km/h以上超えています。必要な場合は、ブレーキ
を効かせることにより速度を下げます。

Xスピードリミッターにより設定された速度制限は、キックダ
ウンにより一時的に解除され、超えることがあります。
ニュートラルポジションに短時間切り替えることにより、設
定した速度制限が再作動します。

X装備/車両の取扱説明書に含まれている情報に注意してくださ
い。

I 表示灯が点灯し
た。

表示灯は、パワーテイクオフの状況を示している。
Xパワーテイクオフを作動した後に、表示灯は点灯します。
X不具合がない場合、表示灯はパワーテイクオフが停止した後
に消灯します。

X装備/車両の取扱説明書に含まれている情報に注意してくださ
い。

AdBlue®/DEF予備レベル用警告灯（EU Stage IIIA用ではない）装備の車
両/装置のみ
不具合が検知され、記載されている表示灯が点灯する場合は、警告音が約5秒間鳴ります。
緊急時は、作動規制（エンジントルクおよびエンジン回転数の制限）をエマージェンシー
スイッチで一時的に無効にすることができます (Y 32 ページ)。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

表示灯Ø および
が点灯して、

· が点滅した。

AdBlue®/DEFレベルが約7.5%まで低下した。エンジン出力
の低下が設定された。エンジン回転数域全体で最大75%まで、
エンジントルクが制限されます。ランプ関数により、制限が有
効になります。
X運転/操作スタイルを合わせてください。
XただちにAdBlue®/DEF タンクに補充してください。

指示に従わない場合は、エンジン回転数の制限が課せられます。

表示灯Øが点灯し、
·および が点
滅した。

AdBlue®/DEFレベルが約5%まで低下した。エンジン出力の
低下およびエンジントルクの制限が設定された。エンジン回転
数域全体で最大50%まで、エンジントルクが制限されます。
最大60%まで、エンジン回転数が制限されます。ランプ関数
により、制限が有効になります。
X運転/操作スタイルを合わせてください。
XただちにAdBlue®/DEF タンクに補充してください。
指示に従わない場合は、エンジントルクおよびエンジン回転
数がさらに低下することがあります。

表示灯Ø および
が点灯し、·

および が点滅し
た。

AdBlue®/DEFレベルが約2.5%まで低下した。エンジン出力
の低下およびエンジントルクの制限が設定された。エンジン回
転数域全体で最大20%まで、エンジントルクが制限されます。
アイドリング回転数まで、エンジン回転数が制限されます。ラ
ンプ関数により、制限が有効になります。
X運転/操作スタイルを合わせてください。
XただちにAdBlue®/DEF タンクに補充してください。

Ø、·、 お
よび 表示灯が点
滅した。

AdBlue®/DEFレベルが約0%まで低下した。エンジン出力の
低下およびエンジントルクの制限が設定された。エンジン回転
数域全体で最大20%まで、エンジントルクが制限されます。
アイドリング回転数まで、エンジン回転数が制限されます。ラ
ンプ関数により、制限が有効になります。
X道路および交通状況に注意しながら車両/装備を停止させてく
ださい。

XただちにAdBlue®/DEF タンクに補充してください。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

· 表示灯が点灯し
た。

排気ガス後処理装置またはAdBlue®/DEF供給システムで排気
物に関連した故障が検知された。
X排気ガス後処理装置を指定サービス工場で点検してください。
ただちに不具合を修理してください。そうしない場合は、エ
ンジン出力が低下し、エンジン回転数が制限されることがあ
ります。

不具合がない場合は、さらなるテストルーチンの後にのみ表示
灯が消灯します。システムチェックは、不具合なしで数回のエ
ンジン始動、時間または走行を必要とすることがあります。

表示灯 が点灯し、
· が点滅した。

排気ガス後処理装置またはAdBlue®/DEF供給システムで検知
された排出物関連の故障を修理していない。
エンジン出力の低下が設定された。エンジン回転数域全体で最
大75%まで、エンジントルクが制限されます。ランプ関数に
より、制限が有効になります。
X運転/操作スタイルを合わせてください。
X最寄りの指定サービス工場まで慎重に走行し、ただちに不具
合を修理してください。

指示に従わない場合は、エンジン回転数の制限が課せられます。

表示灯 および
· が点滅した。

排気ガス後処理装置またはAdBlue®/DEF供給システムで検知
された排出物関連の故障を修理していない。
エンジン出力の低下およびエンジントルクの制限が設定された。
エンジン回転数域全体で最大50%まで、エンジントルクが制
限されます。最高60%まで、エンジン回転数が制限されます。
ランプ関数により、制限が有効になります。
X運転/操作スタイルを合わせてください。
X最寄りの指定サービス工場まで慎重に走行し、ただちに不具
合を修理してください。

指示に従わない場合は、エンジン回転数の制限が課せられます。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

表示灯 および
· が点滅し、
が点灯した。

排気ガス後処理装置またはAdBlue®/DEF供給システムで検知
された排出物関連の故障を修理していない。
エンジン出力の低下およびエンジントルクの制限が設定された。
エンジン回転数域全体で最大20%まで、エンジントルクが制
限されます。アイドリング回転数まで、エンジン回転数が制限
されます。
X運転/操作スタイルを合わせてください。
Xただちに不具合をメルセデス・ベンツ指定サービス工場で修
理してください。

表示灯 、· お
よび が点滅した。

排気ガス後処理装置またはAdBlue®/DEF供給システムで検知
された排出物関連の故障を修理していない。
エンジン出力の低下が設定された。エンジン回転数域全体で最
大20%まで、エンジントルクが制限されます。アイドリング
回転数まで、エンジン回転数が制限されます。
X道路および交通状況に注意しながら車両/装備を停止させてく
ださい。

Xただちに不具合をメルセデス・ベンツ指定サービス工場で修
理してください。

AdBlue®/DEF タンクに補充したか、あるいは故障が修理されたときは、再度最大エン
ジン出力が使用できるようになります。システムチェックが他の故障を検知しなかった場
合は、システムのステータスインジケーターの後に表示灯が消灯します。システムチェッ
クは、不具合なしで数回のエンジン始動、数時間または数回の走行を必要とすることがあ
ります。

AdBlue®/DEF予備レベル用警告灯（EU Stage IIIA用ではない）非装備の
車両/装置のみ
不具合が検知され、記載されている表示灯が点灯する場合は、警告音が約5秒間鳴ります。
緊急時は、作動規制（エンジントルクおよびエンジン回転数の制限）をエマージェンシー
スイッチで一時的に無効にすることができます (Y 32 ページ)。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

· 表示灯が点灯し
た。

排気ガス後処理装置またはAdBlue®/DEF供給システムで排気
物に関連した故障が検知された。
XただちにAdBlue®/DEF タンクに補充してください。
X解決しない場合：排気ガス後処理装置を指定サービス工場で
点検してください。ただちに不具合を修理してください。そ
うしない場合は、エンジン出力が低下し、エンジン回転数が
制限されることがあります。

不具合がない場合は、さらなるテストルーチンの後にのみ表示
灯が消灯します。システムチェックは、不具合なしで数回のエ
ンジン始動、時間または走行を必要とすることがあります。

表示灯·が点滅し、
が点灯した。

排気ガス後処理装置またはAdBlue®/DEF供給システムで検知
された排出物関連の故障を修理していない。
エンジン出力の低下が設定された。エンジン回転数域全体で最
大75%まで、エンジントルクが制限されます。制限は、次に
エンジンが始動するときに行なわれます。
X運転/操作スタイルを合わせてください。
XただちにAdBlue®/DEF タンクに補充してください。
X解決しない場合は、不具合を指定サービス工場で修理してく
ださい。

指示に従わない場合は、エンジン回転数の制限が課せられます。

表示灯· および
が点滅した。

排気ガス後処理装置またはAdBlue®/DEF供給システムで検知
された排出物関連の故障を修理していない。
エンジン出力の低下およびエンジントルクの制限が設定された。
エンジン回転数域全体で最大50%まで、エンジントルクが制
限されます。最高60%まで、エンジン回転数が制限されます。
ランプ関数により、制限が有効になります。
X運転/操作スタイルを合わせてください。
XただちにAdBlue®/DEF タンクに補充してください。
X解決しない場合は、不具合を指定サービス工場で修理してく
ださい。
指示に従わない場合は、エンジン回転数の制限が課せられま
す。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

表示灯· および
が点滅し、

が点灯した。

排気ガス後処理装置またはAdBlue®/DEF供給システムで検知
された排出物関連の故障を修理していない。
エンジン出力の低下およびエンジントルクの制限が設定された。
エンジン回転数域全体で最大20%まで、エンジントルクが制
限されます。アイドリング回転数まで、エンジン回転数が制限
されます。
X運転/操作スタイルを合わせてください。
XただちにAdBlue®/DEF タンクに補充してください。
X解決しない場合は、不具合を指定サービス工場で修理してく
ださい。

表示灯·、 お
よび が点滅した。

排気ガス後処理装置またはAdBlue®/DEF供給システムで検知
された排出物関連の故障を修理していない。
エンジン出力の低下およびエンジントルクの制限が設定された。
エンジン回転数域全体で最大20%まで、エンジントルクが制
限されます。アイドリング回転数まで、エンジン回転数が制限
されます。
X道路および交通状況に注意しながら車両/装備を停止させてく
ださい。

Xただちに不具合をメルセデス・ベンツ指定サービス工場で修
理してください。

AdBlue®/DEF タンクに補充したか、あるいは故障が修理されたときは、再度最大エン
ジン出力が使用できるようになります。システムチェックが他の故障を検知しなかった場
合は、システムのステータスインジケーターの後に表示灯が消灯します。システムチェッ
クは、不具合なしで数回のエンジン始動、数時間または数回の走行を必要とすることがあ
ります。
システムチェックが他の故障を検知しなかった場合は、システムのステータスインジケー
ターの後に表示灯が消灯します。
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取扱説明書

慣らし運転
車両製造元/装備メーカーの慣らし運転の注
意事項に従ってください。エンジンの慣ら
し運転の期間は特に以下に関して、車両/装
備に著しい影響を与えます。
R耐用年数
R操作の安全性
R燃費
2,000 km（30時間作動）までの慣らし
走行期間は、下記の注意事項に従ってくだ
さい。
Rエンジンを最大出力にしない。
R様々な速度およびエンジン回転数を使用
して、注意してエンジンを慣らし運転す
る。
R高いエンジン回転数を避ける。
R各ギアの最高走行速度の¾以上の速度で
走行しない。
R適切なタイミングでギアチェンジを行な
う。
R車両にブレーキを効かせるためにシフト
ダウンをしない。
Rオートマチックトランスミッション装備
車両では、踏み応えがあるところを越え
るまでアクセルペダルを踏み込まない
（キックダウン）。
2,000 km（30時間作動）後は、徐々に
車両/装備を最大出力にし、エンジン回転数
を上げてください。

燃料の消費

全体的な注意事項
燃料消費は以下に応じて変化します。
R機械のバージョン/車両のバージョン
R作動条件
R装着機器（油圧ポンプ、草刈機など）
Rメンテナンス

R走行抵抗
Rお客様の運転スタイル
上記の理由により、個々のエンジンの燃料
消費についての正確な詳細を述べることは
できません。

機械のバージョン/車両のバージョン
以下の構成部品は、燃料消費に影響します。
Rタイヤ（タイヤ空気圧、タイヤの状態）
Rボディタイプ
R駆動系部品（トランスミッション減速比
など）
R追加装備（オートマチッククライメート
コントロール、補助ヒーターなど）

メンテナンス
燃料消費およびアセンブリーの摩耗は、ど
のくらいの頻度でメンテナンスを実行する
かによって異なります。定期的なメンテナ
ンスは、安全性を増やして向上させ、燃料
消費を低くします。メンテナンス間隔を
守ってください。メンテナンス作業は常に
指定サービス工場で行なってください。

燃料の種類
燃料のグレードは燃料消費にも影響を与え
ます。低いグレードの燃料および/または承
認されていない燃料添加剤を使用すると、
燃料消費が増加します。充填するときは、
適切なグレードの燃料を充填していること
を確認してください(Y 52 ページ)。

AdBlue®/DEF 消費（EU Stage
IIIA 用ではない）
AdBlue®の消費は、エンジンの使用状況に
より燃料消費量の2～4%の間です。
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エンジンオイルの消費
エンジンの慣らし運転の後は、オイル消費
量が車両の実際の燃料消費量の0.2%に達
する場合があります。
さらに過酷な条件で使用される車両および
過走行車両ではこのオイル消費量を上回る
場合があります。

警告音
警告音が鳴り、メーターパネルの5アイ
コンが表示された場合は、エンジンの操作
安全性が危険にさらされています。
車両を発進させないか、道路および交通状
況に注意を払いながらすみやかに停止させ
てください。さもないとエンジンを損傷す
るおそれがあります。
車両によっては、以下の場合に警告音が鳴
ります。
R最高エンジン回転数を超えている
Rギア変速時にエンジン回転数または車両
速度が著しく高い。
R冷却水レベルが著しく低いか、冷却水の
最高許容温度 (Y 74 ページ) を超えて
いる。この状態ではエンジンの操作安全
性が危険にさらされています。
R排出ガス関係の故障が検知された（EU
Stage IIIA による排出ガス認定エンジン
用ではない）、または排出ガス関係の故障
による作動制限がある。
Rオイルレベルが低すぎる。

給油

燃料

重要な安全上の注意事項

G 警告
燃料は健康に有毒で危険です。けがの危
険性があります。

燃料は決して飲まないこと、また目や衣
服に付着させないでください。燃料の気
体を吸い込まないでください。燃料は子
供から離してください。
お客様または他の方が燃料に触れた場合
は、以下に従ってください。
R石鹸および水道水を使用して、ただち
に肌から燃料を洗い流してください。
R燃料が目に入った場合は、ただちに清
潔な水で十分にすすいでください。た
だちに医師の診察を受けてください。
R燃料を飲み込んだ場合は、ただちに医
師の診察を受けてください。無理に吐
かせないでください。
R燃料が付着した衣服はただちに替えて
ください。

G 警告
燃料には高い可燃性があります。燃料の
不適切な取り扱いは、火災および爆発の
危険性につながります。
火、裸火、火花の発生および喫煙を避け
てください。燃料システムの作業を行な
う前に、イグニッションおよび補助ヒー
ターをオフにしてください。保護手袋を
常に着用してください。

G 警告
ディーゼル燃料をガソリンと混ぜると、
引火点は純粋なディーゼル燃料のものよ
りも低くなります。エンジンがかかって
いるときは、排気システムの部品が気付
かないうちにオーバーヒートすることが
あります。 火災の危険性があります。
ガソリンを給油しないで下さい。ガソリ
ンをディーゼル燃料と混ぜないでくださ
い。

44 給油
操
作



! 必ず以下の基準に適合した市販のサル
ファーフリー軽油を使用して給油してくだ
さい。
REN 590 2010年現在、以下参照（最
大0.001重量%の硫黄）（10 ppm）ま
たは
RASTM D975（最大0.0015重量%の
硫黄）（15 ppm）
以下の燃料種類は許可されていません。
R硫黄含有量0.005 重量%以上の硫黄燃
料（50 ppm）
R船舶機用軽油
R航空タービン燃料
R暖房用軽油
R脂肪酸メチルエステル FAME（バイオ
ディーゼル軽油）
これらの燃料種類はエンジンおよび排気ガ
ス後処理装置システム（EU Stage IIIA 用
ではない）に回復不可能な損傷を引き起こ
し、期待寿命を著しく短縮させます。

! ディーゼルエンジン車に、ガソリンを使
用しないでください。少量のガソリンでも、
燃料システムとエンジンに損傷を与える原
因になります。

! 誤って指定以外の燃料を給油してしまっ
た場合は、決してエンジンを始動しないで
ください。誤った燃料が燃料系部品全体に
まわるおそれがあります。誤って指定以外
の燃料を給油した場合は、燃料タンクや燃
料装置から燃料を完全に抜き取る必要があ
るため、メルセデス・ベンツ指定サービス
工場に連絡してください。

! いかなる特殊燃料添加剤もディーゼル燃
料に追加しないでください。
特殊な燃料添加剤は以下につながるおそれ
があります。
R故障
R触媒コンバーターの破損
Rエンジン損傷

! AdBlue® / DEFは、燃料添加剤ではあ
りません。軽油タンクには入れないでくだ
さい。AdBlue® / DEF が軽油タンクに混
入した場合、エンジン損傷のおそれがあり
ます。

! 硫黄含有率の高い燃料は、エンジンオイ
ルの経年変化を高め、エンジンおよび排気
システムを損傷するおそれがあります。

H 環境保護に関する注意事項
燃料の取り扱いが不適切な場合、人間と
環境を危険にさらすことになります。燃
料を、下水道、地表水、あるいは地中に
流れ込ませないでください。

"サービスプロダクト"の項目にある軽油に関
するさらなる情報に従ってください
(Y 52 ページ)。承認されていない燃料の
使用は、エンジンおよび排気ガス後処理装
置への取り返しのつかない損傷、ならびに
予測される寿命を著しく減少させる原因と
なります。

タンクに補充する前
! 車両の燃料補給にドラム缶または缶を使
用している場合は、補給前に燃料をろ過し
てください。
汚れた燃料による燃料システムの誤作動を
防止できます。
Xエンジンを停止します。
X車両/装備が動き出さないように固定しま
す。

X燃料のグレードを確認してください
(Y 52 ページ)。

暖められたウォーターセパレーター付燃料
プリフィルターに水が溜まっていないかを
定期的に点検してください。
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AdBlue®/DEF（EU Stage IIIA 用
ではない）

重要な安全上の注意事項
! AdBlue®/DEF タンクにディーゼル燃
料が入らないようにしてください。さもな
いと、排気ガス後処理システムを損傷する
おそれがあります。

! DIN 70070/ISO 22241にしたがっ
て、AdBlue®/DEF のみを使用してくださ
い。添加剤は使用しないでください。
タンクに充填する際にAdBlue®/DEFが塗
装面やアルミニウム面に接触した場合は、
ただちに付着した面を大量の水ですすいで
ください。

! AdBlue®/DEF に添加剤を混ぜないで
ください。AdBlue®/DEF を水道水で薄め
ないでください。これにより、排気ガス後
処理システムを損傷することがあります。

! AdBlue®/DEF タンクは常に適切に閉
じてください。さもないと、不純物が排気
ガス後処理システムに入り、損傷するおそ
れがあります。

! AdBlue®/DEF タンクに補給し過ぎて
いないことを確認します。さもないと、非
常に低い温度でAdBlue®/DEFタンクが損
傷するおそれがあります。

H 環境上の注意事項
AdBlue®/DEF は、環境に配慮した方法
で廃棄してください。

AdBlue®/DEFタンクを開いたとき、少量
の気化したアンモニアが漏れることがあり
ます。
アンモニアの蒸気には、強い刺激臭があり、
以下に特に刺激があります。
R皮膚
R粘膜
R目

この蒸気は、目、鼻、のどに焼けるような
感覚や、のどの刺激、流涙を引き起こすこ
とがあります。
アンモニアの蒸気を吸入しないようにして
ください。よく換気されたエリアでのみ、
AdBlue®/DEFタンクへの補充をしてくだ
さい。
AdBlue®/DEFが皮膚、目または衣服に接
触したり、飲み込まないようにしてくださ
い。AdBlue®/DEFは、子供の手が届かな
い場所に保管してください。
AdBlue®/DEF に触れた場合は、以下に
従ってください。
Rた だ ち に 水 と 石 鹸 で 皮 膚 の
AdBlue®/DEF を洗ってください。
RAdBlue®/DEFが目に触れた場合は、た
だちに清潔な水で洗い流してください。
ただちに医師の診察を受けてください。
RAdBlue®/DEFを飲み込んだ場合は、た
だちに水で口をゆすぎ、多量の水を飲ん
でください。ただちに医師の診察を受け
てください。
RAdBlue®/DEF が衣服に付着した場合
は、ただちに着替えてください。
AdBlue®/DEFは、メンテナンス作業の一
部としては補充されません。車両操作中は
定期的に、または遅くともエンジン電子制
御システムに最初の事象メッセージが表示
されたときに、タンクへの補給をしてくだ
さい。
AdBlue®/DEF についてのさらなる情報
は、"サービスプロダクト"の項目をご覧くだ
さい (Y 54 ページ)。

タンクに補充する前
Xエンジンを停止します。
X車両/装備が動き出さないように固定しま
す。

少ない量は不具合の原因となるおそれがあ
るので、常にタンクには5リットル以上は
補給してください。
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冬季の取り扱い

冬季の作動の注意事項
! 非常に低い外気温度では、追加されたエ
ンジンオイルが適切なSAE分類であるこ
とを確認してください。非常に低い外気温
度に適していないエンジンオイルの使用は、
エンジンの損傷につながることがあります。

寒冷時の始動前には、以下のことを確認し
てください。
R冷却水に十分な不凍液が含まれている
(Y 51 ページ)
R使用している燃料が冬季の使用に適して
いる (Y 52 ページ)
R使用しているエンジンオイルのSAEクラ
スが外気温度に合っている (Y 50 ペー
ジ)

ジャンプスタート

G 警告
液体または気体の始動補助剤は、爆発の
原因になることがあります。その場合、
重傷事故が発生するおそれがあります。
エ ン ジ ン の 始 動 に 、 エ ー テ ル や
Startpilot などの液体または気体の始動
補助剤を使用しないでください。

冷却水の予熱

G 危険
以下の場合は、230 V電源ソケットに高
電圧がかかっています。
R230 Vグリッド接続が確立されている
R漏電遮断器が作動している
電源ソケットに指を入れると、感電する
おそれがあります。これは子供には特に
重要です。命にかかわるけがを負う危険
性があります。
電源ソケットに指を入れないようにして、
子供を電源ソケットに近づけないように
してください。230 Vローカルグリッド

に接続した後は、漏電遮断器が正しく機
能しているか定期的に点検してください。

エンジンには冷却水の予熱のため、電気
ヒーター部品が取り付けられています。冷
却水の予熱は、エンジンがより早く作動温
度に達するようにするのに役立ちます。
コールドスタートの段階が短いと、エンジ
ンが作動可能な状態になるまでの時間も短
縮し、エンジンの摩耗が少なくなります。
電気ヒーター部品は、230 Vの電源供給
で、最大1.5 kWの電力を消費します。
この電力は、外部（230 V）電源ソケット
によって供給されます。
車両/装備メーカーにより提供されている取
扱説明書の情報にも従ってください。

バッテリー
常に満充電状態になるようにしてください。
注意してメンテナンスを行ない、電力消費
を低く抑えることにより、このことを実現
できます。極度の低温下では、冷間始動の
始動性能が低下します。例えば-10†では、
通常能力の約60%にしか過ぎません。

軽油
低温度での軽油についての注意事項
(Y 53 ページ)。
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全体的な注意事項

G 警告
メンテナンスまたは修理作業を行なう前
に、操作説明書やワークショップ情報な
どのメンテナンスや修理措置に関係する
技術文書の関連個所を読む必要がありま
す。
とくに、まず作業安全および事故防止規
定などの法規制に習熟してください。
さもないと、危険を認識できず、お客様
や他の方々がけがをするおそれがありま
す。
サービス作業は、必ずメルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で行なってください。

G 警告
規定の点検整備または必要な修理を行っ
ていないと、故障やシステム故障を引き
起こすおそれがあります。事故の危険性
があります。
規定の点検整備、必要な修理は必ずメル
セデス・ベンツ指定サービス工場で行っ
てください。

G 警告
メンテナンスまたは修理作業中に不意に
エンジンを始動した場合は、手足が押し
つぶされたり、挟まれるおそれがありま
す。けがの危険性があります。
メンテナンスや修理作業を実施する前に、
エンジンが不意に始動しないように常に
注意してください。

G 警告
エンジンルームに残された可燃性物質ま
たは衣服は、熱いエンジンの構成部品ま
たは排気システムに触れたときに発火す
ることがあります。火災の危険性があり
ます。メンテナンス作業を実施した後は、
エンジンルーム内、または排気システム
に可燃性の異物がないことを確認してく
ださい。

H 環境上の注意事項
お客様自身でメンテナンス作業を行なう
必要があるような場合は、環境保護規定
に従わなければなりません。エンジンオ
イルなどのサービスプロダクトを廃棄す
る際は、必ず法規制に従ってください。
このことは、サービスプロダクトに接触
していたフィルターなど、すべての部品
にも適用されます。
空の容器、清掃用の布、および手入れ用
品は、環境に配慮した方法で廃棄してく
ださい。
手入れ用品に関する指示を守ってくださ
い。
停車しているときは、必要以上に長くエ
ンジンをかけたままにしないでください。

すべての技術機器と同様、エンジンシステ
ムには手入れとメンテナンスが必要です。
メンテナンス作業の範囲および頻度は、主
に以下によって異なります。
R作動条件の多様性
R使用されたサービスプロダクト

i すべてのメンテナンス間隔および作業
は、メルセデス・ベンツ純正部品にも該当
します。これらは、メルセデス・ベンツに
よりエンジン用に明確に承認されたアクセ
サリー部品およびサービスプロダクトにも
該当します。

点検およびメンテナンス作業には、これら
の取扱説明書を読むことによっては習得で
きない専門技術が必要です。作業およびメ
ンテナンス作業は常に、メルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で行なってください。
行なった作業は、整備手帳の項目で確認し
てください。定期的なメンテナンスのこの
証明は、保証請求をする際に必ず必要にな
ります。
メンテナンス作業の実施に関する説明およ
び重要な情報は、インターネットのワーク
ショップ情報システム（WIS）にあります。
メンテナンス作業を実施するときは、この
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情報にアクセスしていることを確認します。
WISに関する情報 (Y 9 ページ)。
専用アクセサリーのメンテナンス指示にも
従ってください。
車両で作業を行なうときは、取扱説明書、
危険物質に関する法規、環境保護措置、作
業安全および事故防止規定のようなすべて
の安全法規に従ってください。

サービスプロダクト

重要な安全上の注意事項

G 警告
サービスプロダクトは健康に有害で危険
です。 けがの危険性があります。
サービスプロダクトの使用、保管および
廃棄については、それぞれ元の容器のラ
ベルの指示を遵守してください。サービ
スプロダクトは必ず元の容器に密閉して
保管してください。サービスプロダクト
は必ず子供の手の届かないところに保管
してください。

! 特定の添加剤（承認された燃料添加物以
外）は、承認されたサービスプロダクトと
一緒に使用する必要もなく、許可もされて
いません。添加剤は、ユニットを損傷する
おそれがあります。したがって、サービス
プロダクトには添加剤を混ぜないでくださ
い。燃料添加物を使用した結果は、お客様
の責任になります。

H 環境
燃料および油脂は、環境汚染を配慮して、
廃棄処分してください。

サービスプロダクトには以下のものがあり
ます。
R燃料（軽油など）
R潤滑油（エンジンオイル、トランスミッ
ションオイル、グリースなど）

R冷却水、不凍液
RAdBlue®/DEF、排気ガス後処理装置シ
ステムの還元剤（EU Stage IIIA 用では
ない）
承認された作動溶液類は最高の品質基準を
満たしており、サービスプロダクトについ
てのメルセデス・ベンツ仕様で文書化され
ています。従って、必ず車両に承認された
サービスプロダクトを使用してください。
承認されたサービスプロダクトについての
情報は、MTUまたはMTU認定メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場で入手できま
す (Y 8 ページ)。
メルセデス・ベンツにより承認された作動
溶液類は、容器上の以下の記載により確認
することができます。
RMB-Freigabe （ MB-Freigabe
229.51 など）
または
RMB-Approval （例：MB-Approval
229.51）
品質についての、あるいはその製品が一定
の仕様を満たしていることを示すその他の
ラベルおよび推奨があるからといって、必
ずしもメルセデス・ベンツの承認を受けて
いるわけではありません。さらなる情報は、
MTUまたはMTU認証のメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場から入手できます
(Y 8 ページ)。

i エンジンシステム用にメルセデス・ベ
ンツによりテストおよび承認されたサービ
スプロダクトについての情報は、インター
ネ ッ ト http://bevo.mercedes-
benz.com/ のサービスプロダクトについ
てのメルセデス・ベンツ仕様にあります。

i 潤滑剤の仕様や入手可能性は、変わる
ことがあります。個々の潤滑剤は、特に古
いエンジン用のものは入手できない可能性
があります。情報は、MTU またはMTU
承認のサービスセンターで入手できます
(Y 8 ページ)。
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エンジンオイル

エンジンオイルについての注意事項
! 本取扱説明書に規定されている品質のも
の以外のエンジンオイルは、許可されてい
ません。

オイルの品質は、エンジンの機能および寿
命にとって極めて重要です。非常に厳しい
テストに基づいて、メルセデス・ベンツは
最新の技術標準を満たすエンジンオイルを
定期的に承認しています。
サービスプロダクトに関するメルセデス・
ベンツ仕様、シート番号 228.51 、
228.31、228.5 または 228.3 に準拠
したエンジンオイルのみを使用してくださ
い。
シート番号228.51および228.5に準拠
したエンジンオイルはより高い品質基準で、
以下に有益な効果があります。
Rオイル交換インターバルの間隔
Rエンジンの摩耗
R燃料消費量
R排出物
納品前に、エンジンには SAE クラス
5W-30 のオイルが補充されています
(Y 26 ページ)。
車両部品に漏れがないかを定期的に点検し
ます。駐車エリアへのオイルの落下などに
よって液体の漏れが認識された場合は、液
体の漏れの原因を指定サービス工場で修理
してください。

適用範囲
シート番号 228.51、228.31、228.5
または 228.3 に準拠したマルチグレード
エンジンオイルは、1年を通じて使用する
ことができます。

オイル交換
! エンジンオイルを異なるグレードのオイ
ルと混合した場合は、同一グレードのエン
ジンオイルを混合したときと比較してエン
ジンオイルの交換間隔が短くなります。
そのため、例外的な状況でのみ異なるグ
レードのエンジンオイルを混合してくださ
い。エンジンの損傷を避けるために、それ
に応じてメンテナンス間隔を調整しなけれ
ばなりません。

! 使用されているエンジンオイルのSAE
クラス（粘度）が -20†以下の常に低い外
気温度に適していない場合は、エンジンの
損傷の原因となることがあります。
SAEクラスの基準温度は、追加されたばか
りのオイルに該当します。エンジンオイル
は、煤煙や燃料残留物により、走行中に劣
化します。とくに低い外気温度では、これ
によりエンジンオイルの特性が損なわれま
す。
外気温度が -20 † 以下の場合は、SAEク
ラス5W-30または0W-30のエンジンオ
イルの使用を、メルセデス・ベンツは強く
推奨します。
オールシーズン用オイルのみを使用してく
ださい。

エンジンオイルSAEクラス（粘度）
X季節の平均外気温度に適したSAEグレー
ド（粘度）のエンジンオイルを選択して
ください。
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オイル交換の間隔は、以下によって変わり
ます。
R車両の運転条件
R使用されているエンジンオイルのグレー
ド
オイル交換の最大インターバルは、サービ
スプロダクトで使用されているメルセデ
ス・ベンツ仕様のシート番号228.51およ
び228.5 に準拠した、特に高品質のエン
ジンオイルのみを使用することにより得ら
れます。オイル交換間隔の分類は、整備手
帳に規定されています。

エンジンオイルの追加/補給
! 非常に多くのオイルを追加した場合は、
触媒コンバーターまたはエンジンへの損傷
の危険性があります。余分なオイルは吸い
上げてください。

補充する際は、メルセデス・ベンツは、必
ず最後のオイル交換のときと同じグレード
とSAEクラスのエンジンオイルを使用す
ることを推奨します。
エンジンオイルを補充する前に、オイルレ
ベルを点検してください (Y 26 ページ)。

エンジンオイルの混和性
高品質のエンジンオイルの効果は、混ぜ合
わせると失われます。
エンジンオイルは、以下により区別されま
す。
Rエンジンオイルブランド
R品質等級（シート番号）
RSAE粘度等級
現在のエンジンで使用されている種類のエ
ンジンオイルが入手できないという例外的
な状況では、別の鉱物または合成エンジン
オイルを使用できます。それがメルセデ
ス・ベンツで承認されていることを確認し
てください。

以下に従ってください：低品質のエンジン
オイルを補充する場合は、低品質（シート
番号）に応じた点検整備時期を適用しなけ
ればなりません。点検整備時期が短くなり
ます。高品質のエンジンオイルを補充する
場合は、点検整備時期は変わりません。
整備手帳の注意事項に従ってください。

冷却水

G 警告
特にエンジンが温かいとき、冷却システ
ムは加圧されています。キャップを開い
た場合は、熱い冷却水が噴き出した場合
にやけどするおそれがあります。けがの
おそれがあります。
キャップを開く前にエンジンを冷やして
ください。手袋と目を保護するものを着
用してください。キャップをゆっくりと
開き、圧力を下げます。

G 警告
不凍液がエンジンルームの熱くなってい
る構成部品に触れると、発火する可能性
があります。火災およびけがの危険性が
あります。
不凍液を充填する前にエンジンを冷やし
てください。不凍液の濃縮液が補充口の
脇に飛散していないことを確認してくだ
さい。エンジンを始動する前に、不凍液
で汚れた構成部品を清掃してください。

工場では、防錆/不凍保護、および他の重要
な保護効果を行なうことができる冷却水が
補充されています。
冷却水は、水と防錆剤/不凍液の混合物で
す。
冷却水内の防錆剤/不凍液には、以下の特徴
があります。
R放熱
R防錆保護
Rキャビテーション防止（ピッティング防
止）
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R凍結防止
R沸点の上昇
外気温度が高い国でも、エンジン冷却シス
テムの冷却水は1年中そのままにしてくだ
さい。
半年ごとに、冷却水内の防錆剤/不凍液の濃
度を点検してください。
整備手帳に規定されているインターバルで
冷却水を交換してください。
承認された防錆剤/不凍液のみを使用してく
ださい (Y 74 ページ)。サービスプロダ
クトに関するメルセデス・ベンツ仕様に注
意してください (Y 49 ページ)。これによ
り、エンジン冷却システムおよびエンジン
への損傷を防ぎます。
冷却水を交換するときは、容量比で 50%
の防錆剤/不凍剤が含まれていることを確認
してください。これにより、Ò37†までの
凍結防止に対応します。
容 量 比 で
55%を超えないようにしてください（約
Ò45 † 以下の凍結防止）。さもないと、放
熱や凍結防止に悪影響を与えることがあり
ます。
冷却水の漏れがある場合は、水のみを使用
して補充せず、承認された防錆剤/不凍液も
加えてください。
冷却水の水は、飲料水の使用の条件を一般
的に満たすような、一定の要件を満たして
いなければなりません。品質が必要な基準
を満たしていない場合は、水を処理する必
要があります。
サービスプロダクトに関するメルセデス・
ベンツ仕様、シート番号 310.1 に注意し
てください。
異なる防錆剤/不凍液との混合は許可されて
いません。

軽油

重要な安全上の注意事項

G 警告
燃料には高い可燃性があります。不適切
な燃料の取り扱いは、火災や爆発の危険
性につながります。
火、裸火、火花の発生および喫煙を避け
てください。給油する前にエンジン、お
よび該当する場合は補助ヒーターを停止
してください。

G 警告
燃料は健康に有毒で危険です。けがの危
険性があります。
燃料は決して飲まないこと、また目や衣
服に付着させないでください。燃料の気
体を吸い込まないでください。燃料は子
供から離してください。
お客様または他の方が燃料に触れた場合
は、以下に従ってください。
R石鹸および水道水を使用して、ただち
に肌から燃料を洗い流してください。
R燃料が目に入った場合は、ただちに清
潔な水で十分にすすいでください。た
だちに医師の診察を受けてください。
R燃料を飲み込んだ場合は、ただちに医
師の診察を受けてください。無理に吐
かせないでください。
R燃料が付着した衣服はただちに替えて
ください。

! 車両の燃料補給にドラム缶または缶を使
用している場合は、補給前に燃料をろ過し
てください。
汚れた燃料による燃料システムの誤作動を
防止できます。
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! 必ず以下の基準に適合した市販のサル
ファーフリー軽油を使用して給油してくだ
さい。
REN 590 2010年現在、以下参照（最
大0.001重量%の硫黄）（10 ppm）ま
たは
RASTM D975（最大0.0015重量%の
硫黄）（15 ppm）
以下の燃料種類は許可されていません。
R硫黄含有量0.005 重量%以上の硫黄燃
料（50 ppm）
R船舶機用軽油
R航空タービン燃料
R暖房用軽油
R脂肪酸メチルエステル FAME（バイオ
ディーゼル軽油）
これらの燃料種類はエンジンおよび排気ガ
ス後処理装置システム（EU Stage IIIA 用
ではない）に回復不可能な損傷を引き起こ
し、期待寿命を著しく短縮させます。

! 硫黄含有率の高い燃料は、エンジンオイ
ルの経年変化を高め、エンジンおよび排気
システムを損傷するおそれがあります。

燃料等級
i 国により、様々な硫黄含有量の軽油が
あります。硫黄含有量の低い軽油は、一部
の国では"ユーロディーゼル"という名称で販
売されています。

国別の硫黄含有量についての最新情報は、
MTUまたはMTU認定メルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で入手できます (Y 8
ページ)。

含水量
車両とエンジン間の移動地点での最大許容
含水量は、200 mg/kg以上になってはい
けません。含水量が多い場合は、追加の
ウォーターセパレーターをシャーシに取り
付けなければなりません。

多量の汚れや水を含んだ状態でエンジンを
かける場合は、追加のウォーターセパレー
ター付燃料プレフィルターをシャーシに取
り付けなければなりません。

低温時の軽油

G 警告
ヒートガンや裸火などで燃料システムの
構成部品を暖めた場合は、損傷するおそ
れがあります。燃料が漏れて発火するお
それがあります。損傷の種類によっては、
エンジンが作動しているときにのみ燃料
が漏れ出ることもあります。火災および
爆発の危険性があります。
燃料システムの構成部品を暖めないでく
ださい。メルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場に連絡して故障を修理してくださ
い。

低い外気温度では、パラフィン分離により
軽油の流動性が不十分になる原因になるこ
とがあります。
作動上の問題を予防するために、冬季には、
流動性を改良した軽油が入手できます。
冬季用の軽油燃料は、ドイツやその他の中
欧諸国では外気温度が−22 †まで低下して
も信頼できます。通常は、販売されている
国で予想される外気温度で問題なく冬季用
の軽油燃料を使用できます。

燃料添加物
! 必要に応じて、指定された燃料添加剤の
みを使用してください。
指定品以外の添加剤を使用すると、エンジ
ン性能を低下させ触媒コンバータを損傷す
る危険性があります。運転者には、適切な
燃料添加剤を使用する責任があります。

! 流動特性を改善するために、ガソリンま
たは灯油をディーゼル燃料に加えないでく
ださい。ガソリンまたは灯油は、ディーゼ
ル燃料の潤滑性能を損ないます。これによ
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り燃料噴射システムなどの損傷につながる
ことがあります。

さらに低い温度のために、エンジンには、
燃料予熱システムを装備することができま
す。これにより取り付けられたヒーターの
出力に従って、軽油の流動特性が改善され
ます。
流動特性を改善するために使用される燃料
添加物は、軽油用凍結防止剤です。
−22 †までの作動を保証している冬季用の
軽油燃料に凍結防止剤を加えないでくださ
い。凍結防止剤の結果により、燃料の低温
流動特性が損なわれることがあります。

AdBlue®/DEF（EU Stage IIIA 用
ではない）

重要な安全上の注意事項

G 警告
AdBlue®/DEF が皮膚や目や衣類に接触
しないようにしてください。
RAdBlue®/DEF が目や皮膚に付着した
場合は、ただちに付着した場所をきれ
いな水で入念に洗い流してください。
RAdBlue®/DEF を飲み込んだ場合は、
ただちに口をきれいな水ですすぎ、大
量の水を飲んでください。
RAdBlue®/DEF が付着した衣類は、た
だちに着替えてください。
Rアレルギー反応が生じた場合は、ただ
ちに病院に駆けつけてください。
AdBlue®/DEF は、子供の手が届かない
場所に保管してください。

! DIN 70070/ISO 22241にしたがっ
て、AdBlue®/DEF のみを使用してくださ
い。添加剤は使用しないでください。
タンクに充填する際にAdBlue®/DEFが塗
装面やアルミニウム面に接触した場合は、
ただちに付着した面を大量の水ですすいで
ください。

"尿素"と"DEF"（ディーゼルエキゾーストフ
ルード）という用語も、"AdBlue®"として
使用されます。
AdBlue®/DEF タンクが AdBlue®/DEF
で満たされている場合は、タンクキャップ
を緩めたときに圧力変動が起こることがあ
ります。AdBlue®/DEFが溢れることがあ
ります。そのため、AdBlue®/DEFのタン
クキャップは慎重に開けてください。
AdBlue®/DEFが溢れた場合は、影響を受
けた範囲をただちに多量の水で洗ってくだ
さい。
AdBlue®/DEFタンクを開いたとき、少量
の気化したアンモニアが漏れることがあり
ます。
アンモニアの蒸気には、強い刺激臭があり、
以下に特に刺激があります。
R皮膚
R粘膜
R目
この蒸気は、目、鼻、のどに焼けるような
感覚や、のどの刺激、流涙を引き起こすこ
とがあります。
アンモニアの蒸気を吸入しないようにして
ください。よく換気されたエリアでのみ、
AdBlue®/DEFタンクへの補充をしてくだ
さい。
AdBlue® /DEFが皮膚、目または衣服に接
触したり、飲み込まないようにしてくださ
い。AdBlue®は子供の手の届かない場所に
保管してください。
AdBlue®/DEF に触れた場合は、以下に
従ってください。
Rた だ ち に 水 と 石 鹸 で 皮 膚 の
AdBlue®/DEF を洗ってください。
RAdBlue®/DEFが目に触れた場合は、た
だちに清潔な水で洗い流してください。
ただちに医師の診察を受けてください。
RAdBlue®/DEFを飲み込んだ場合は、た
だちに水で口をゆすぎ、多量の水を飲ん
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でください。ただちに医師の診察を受け
てください。
RAdBlue®/DEF が衣服に付着した場合
は、ただちに着替えてください。

高い外気温度

G 警告
高温の場所で AdBlue®/DEF のタンク
キャップを開くと、アンモニアの蒸気が
漏れることがあります。
アンモニアの蒸気には、強い刺激臭があ
りm、以下にとくに刺激があります。
R皮膚
R粘膜
R目
この蒸気は、目、鼻、のどに焼けるよう
な感覚や、のどの刺激や流涙を引き起こ
すことがあります。
アンモニアの蒸気を吸い込まないように
してください。

AdBlue®/DEF の化学成分は、長時間
50 †以上に加熱されると、分解すること
があります（タンクに直射日光が当たった
場合など）。そうすると、アンモニアの蒸気
が発生します。

低い外気温度
AdBlue®/DEFは約−11†の温度で凍結し
ます。
装 備 お よ び 国 に よ り 、 車 両 の
AdBlue®/DEF供給システムが暖められる
ことがあります。車両の取扱説明書をご覧
ください。例えば寒冷時の作動は−11 †以
下の温度で保証されています。

添加剤、水道水
! AdBlue®/DEF に添加剤を混ぜないで
ください。AdBlue®/DEF を水道水で薄め
ないでください。これにより排気後ガス処
理システムを破損することがあります。

保管
! 以下の素材で作られた容器は、
AdBlue®の保管に適していません。
Rアルミニウム
R銅
R銅合金
R非合金鋼
R亜鉛めっき鋼
これらの種類の容器にAdBlue®を保管する
と、これらの金属の成分が溶け出して、排
気ガス後処理装置を修理できないほど損傷
するおそれがあります。

AdBlue®を保存するためには、以下の素材
でできた容器のみを使用してください。
RDIN EN 10 088-1/2/3 に準拠したク
ロームニッケル鋼
RDIN EN 10 088-1/2/3 に準拠した
ニッケルクロームモリブデン鋼
Rポリプロピレン
Rポリエチレン

廃棄

H 環境上の注意事項
AdBlue®/DEF は、環境に配慮した方法
で廃棄してください。

関係各国のAdBlue®/DEFの廃棄に関する
法令および規定に従ってください。

純度
! AdBlue®/DEF の不純物、たとえば他
のサービスプロダクト、洗浄プロダクトま
たはホコリにより、以下を引き起こすこと
があります。
R排出物値の上昇
R触媒コンバーターの破損
Rエンジン損傷
R排気ガス後処理システムの故障
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排気ガス後処理装置システムの不具合を避
けるために、AdBlue®/DEFは常に純粋で
あるようにしてください。
修理中などに、AdBlue®/DEFをタンクか
ら排出した場合は、その液体はタンクに再
充填しないでください。さもないと、液体
の純度が保証されません。

手入れ

手入れに関する注意事項
定期的な手入れは、エンジンの価値を維持
するのに役立ちます。
メルセデス・ベンツは、メルセデス・ベン
ツによってテストされ承認されたカーケア
用品のみを使用することを推奨します。こ
れらのカーケア用品は、MTUまたはMTU
認証メルセデス・ベンツ指定サービス工場
で入手できます (Y 8 ページ)。

高圧洗浄

H 環境上の注意事項
この目的のために設計された洗車場での
み車両を洗浄してください。空の容器お
よび使用済みの洗浄用品は、環境に配慮
した方法で廃棄してください。

! 清掃する際は、絶対にウォータージェッ
トをエグゾーストパイプに向けないでくだ
さい。さもないと、システムを損傷するお
それがあります。

! 高圧洗浄機を使用する際は、高圧ノズル
とエンジン部品の間に最低限の距離をおい
てください。さもないと、エンジン部品を
損傷するおそれがあります。
以下の最低距離を守ってください。
R丸いスプレージェットでは約 70 cm
R25° のフラットスプレージェットでは
約 30 cm
Rパワー集中ジェットでは約 30 cm

! 洗浄時には、ウォータージェットを常に
動かしていてください。 こうすることで、
損傷を防ぐことができます。
以下にウォータージェットを向けないでく
ださい。
R電気部品
Rプラグコネクター
Rシール
Rホース

エンジンの洗浄
! エンジンを洗浄するときは、以下の注意
事項を守ってください。これにより、エン
ジンの故障や損傷を防ぎます。
R高圧またはスチーム洗浄機を使用する場
合は、スプレーを直接、電気部品や電気
ケーブルに向けないでください。
Rエアインテークやベンチレーションの開
口部に水が入らないようにしてください。
R洗浄した後は、エンジンを防錆剤で処理
してください。そうするときは、ベルト
ドライブシステムを防錆剤から保護しま
す。
Rサービスプロダクト用メルセデス・ベン
ツ仕様のシート番号 385.4 に準拠した
エンジン用のワックスベースの保護剤の
みを使用してください。

さらに、"高圧洗浄" の注意事項に従ってく
ださい (Y 56 ページ)。
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全体的な注意事項

エンジン/車両の使用を停止するためには、
特別な処置が必要です。
バッテリーに関する情報：エンジン/車両を
3週間以上使用しない場合は、バッテリー
のマイナス端子を外してください。これに
より、無負荷時消費電流を原因とするバッ
テリー放電を防止します。
エンジン / 車両 / 装備を長期間使用しない
場合は、バッテリーを取り外し、乾燥した、
換気の良い場所に保管してください。
少なくとも3ヶ月ごとにバッテリーを再充
電してください。
充電中は必ず十分に換気してください。充
電の前後に、バッテリー液レベルを点検し、
必要な場合は修理してください。さらなる
情報 (Y 47 ページ)。

6ヶ月間までの使用停止

エンジン/車両の使用を停止する際は、屋根
があり、乾燥して風通しの良い場所に保管
してください。室内温度が、-10 †以下に
下がらないようにしてください。
使用停止前の措置：
Rエンジン/車両を入念に清掃します。
R腐食の斑点があれば、エンジンから取り
除きます。
R最後のオイル交換が 20,000 km（また
は約 300運転時間）以上前に実施され
た場合は、エンジンオイルおよびオイル
フィルターを交換してください。
オイルを12ヶ月以上の使用している場
合も、エンジンオイルおよびオイルフィ
ルターを交換します。
R冷却水レベルを点検して調整するか、あ
るいは冷却水を交換します。
R冷却水に含まれる防錆剤/不凍液の含有量
を点検して修正します。

RAdBlue®/DEF の結晶化を防ぐために、
タンクがいっぱいになるまでAdBlue®/
DEFを補充します（EU Stage IIIA用で
はない）。
R燃料システムのウォーターセパレーター
の排水をします。
使用停止中の措置

月に 1度以上はエンジンを始動し、15～
30分間約 900 rpm でかけたままにしま
す。
車両装備により、以下で行なってください。
Rクライメートコントロールシステムを設
定した状態で
R暖房が設定されている状態で
R補助ヒーターを設定した状態で
エンジンを FAMEフリー燃料（B0軽油/
バイオディーゼルを含まない 2）で作動さ
せ、続けて使用停止した場合は、月ごとの
エンジン始動を省略することができます。
各エンジン始動の前に、エンジンオイルレ
ベルおよび冷却水レベルを点検しなければ
なりません。燃料フィルターまたは燃料プ
レフィルターにウォーターセパレーターが
装備されている車両では、必要な場合はさ
らにウォーターセパレーターの排水をして
ください。始動してエンジンがかかってい
る間は、オイル圧力ならびに冷却水温度に
注意してください。
再試運転前の措置
Rバッテリーを取り付けて、接続します。
R電気システムが正しく機能しているかを
点検します。
Rケーブル、ホースおよびラインが裂けた
り、漏れたりしていないかを点検します。
Rエンジンオイルレベルを点検します。
Rステアリングおよび油圧ファン駆動部の
オイルレベルを点検します。
R冷却水レベルを点検し、必要な場合は補
正してください。

2 さらなる情報は、メルセデス・ベンツ指定サービス工場から入手できます
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RAdBlue®/DEFレベル（EU Stage IIIA
用ではない）を点検してください。
R燃料レベルを点検します。
Rエンジンを始動し、作動温度になるまで
中程度のエンジン回転数でかけたままに
します（冷却水温度）。そうしている間
は、油圧、冷却水温度およびオイル温度
の表示灯に注意してください。
R補助ヒーター装備車両：補助ヒーターを
設定し、作動を点検します。
Rステアリングおよびブレーキの作動を点
検します。
Rメンテナンスの期限がきているかどうか
を確認し、必要な場合は実施します。

6ヶ月以上の使用停止

車両を 6ヶ月以上使用停止にする場合は、
さらに措置が必要です。詳細は、MTUまた
は MTU承認メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場にご相談ください (Y 8 ページ)。
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重要な安全上の注意事項

G 警告
規定の点検整備または必要な修理を行っ
ていないと、故障やシステム故障を引き
起こすおそれがあります。事故の危険性
があります。
規定の点検整備、必要な修理は必ずメル
セデス・ベンツ指定サービス工場で行っ
てください。

G 警告
エンジンルームには可動部品があります。
ラジエターファンなどの特定の構成部品
は、イグニッションをオフにした後も動
き続けたり、再度突然動くことがありま
す。けがの危険性があります。
エンジンルームの作業を行わなければな
らない場合は：
Rイグニッションをオフにしてください。
Rファンの回転範囲など、可動部品周囲
の危険な範囲には決して触れないでく
ださい。
R宝飾品や時計は外してください。
R衣服や髪の毛などの物は、動いている
部品から離してください。

G 警告
メンテナンスまたは修理作業中に不意に
エンジンを始動した場合は、手足が押し
つぶされたり、挟まれるおそれがありま
す。けがの危険性があります。
メンテナンスや修理作業を実施する前に、
エンジンが不意に始動しないように常に
注意してください。

G 警告
いくつかのエンジン構成部品は非常に高
温になることがあります。エンジンの作
業を行なうときに、けがの危険性があり
ます。
エンジンをできるだけ冷まし、以下に記
載されている構成部品にのみ触れてくだ
さい。

車両で作業するときは、取扱説明書、危険
物についての法規、環境保護措置、作業安
全性、事故防止規制のような安全性につい
てのすべての法規に必ず従ってください。
公道での作業時には、道路や交通の状況に
注意し、安全な作業場所を確保してくださ
い。
エンジンを慎重に操作したり、メンテナン
スを行なうこととは別に、適切なタイミン
グで不具合を修理することも重要です。
一部の故障は、お客様自身で修理ができま
す (Y 64 ページ)。
お客様自身で修理できない不具合は、指定
サービス工場で修理してください。

外部エンジンスタート/エンジンス
トップスイッチ

外部エンジンスタート/エンジンストップス
イッチを使用して、エンジンを始動および
停止することができます。
エンジンを始動する前に
Xエンジンスイッチのキーをドライブポジ
ションにまわします。

Xギアをニュートラルに入れます。
X車両が動き出さないように固定します。
Xパワーテイクオフを解除します。

エンジンを始動する
Xエンジンが始動するまで、外部エンジン
スタート/エンジンストップスイッチ :

を押します。
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エンジンを始動してエンジン回転数を上げ
る
X希望のエンジン回転数に達するまで、外
部エンジンスタート/エンジンストップス
イッチ : を下方に保持します。
エンジンが始動し、アイドル回転数で作
動します。
約3秒後に、エンジン回転数が上がりま
す。外部エンジンスタート/エンジンス
トップスイッチ:を放した後に、現在設
定されている速度でエンジンがかかり続
けます。
エンジン回転数は制限回転数まで上昇さ
せることができます。

Xエンジンがただちに始動しない場合：30
秒以内に始動プロセスを中断します。

X約1分の待機時間後に始動プロセスを繰
り返します。

Xエンジンが始動できなかった場合：始動
特性悪化の原因を修理してください
(Y 64 ページ)。

Xエンジンが始動したら、すみやかに油圧
ゲージを確認してください。

エンジンを停止する
X外部エンジンスタート/エンジンストップ
スイッチ : を再度押します。

i エンジンを停止（EU Stage IIIA 用で
はない）を停止したときに、システムが少
しの間作動し続けることがあります。取り
付け位置、操作状況および周囲の温度に
よっては、冷却を確実に行なうために
AdBlue®/DEFの循環が必要です。このた
め、この時間中はAdBlue®/DEFのデリバ
リーポンプが作動します。

燃料システムのエア抜きおよびドレイ
ン

空で作動した燃料システムに給油した後の
エア抜きは、次にエンジンが始動したとき

に実行されます。エア抜きは、フィルター
内で自動的かつ継続的に行なわれます。
エンジンが始動するときは、燃料システム
をエア抜きをするために、バッテリーが十
分充電されていなければなりません。
スターターモーターによってエンジンの燃
料回路をエア抜きする前に、車両のウォー
ターセパレーター付きヒーテッド燃料プレ
フィルターをエア抜きします。そうするた
めには、燃料プレフィルターに内蔵されて
いる手動燃料ポンプを使用します。

シャーシフレームの燃料プレフィル
ターなしの燃料システムをエア抜きす
る
Xエンジンスイッチのキーをスタートポジ
ションにまわして保持します。この操作
中は、アクセルペダルを踏まないでくだ
さい。
i 約60秒後に始動手順は自動的に中止
されます。
X約1分の待機時間後に開始手順を繰り返
します。

Xエンジンが正常に始動した場合は、アク
セルペダルを数回踏みます。
燃料システムは完全にエア抜きされます。

シャーシフレームの燃料プレフィル
ター付きの燃料システムをエア抜きす
る

H 環境上の注意事項：
水と燃料の混合物を処分するときは、環
境に配慮してください。
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例：シャーシフレームの燃料プレフィルター
点検窓=に水が集められた場合は、エア抜
きの前にシャーシフレームの燃料プレフィ
ルター:を排水します。シャーシフレーム
の燃料プレフィルター:を定期的に排水し
ます。
シャーシフレームの燃料プレフィルターを
排水する
Xドレンプラグ;の下に容器を置きます。
Xドレンプラグ ; をまわして開きます。
X手動燃料ポンプ?を押して、燃料/水の
混合物を集めます。

Xドレンプラグ ; をまわして閉じます。

シャーシフレームの燃料プレフィルターの
手動燃料ポンプを使用してのエア抜き
X燃料タンクの給油口キャップを外します。
X燃料プレフィルター:の下に容器を置き
ます。

Xブリードスクリュー A を外します。
XブリードスクリューAで流れ出ている燃
料に泡がなくなるまで、手動燃料ポン
プ ? を繰り返し押します。

Xブリードスクリュー A を締めます。
i 燃料タンクに燃料がない場合は、著し
い手応えがあるまで手動燃料ポンプ?を再
度押します。

i そして、"シャーシフレームの燃料プレ
フィルターなしでの燃料システムのエア抜

き"に記載されているように、エンジンの燃
料回路をエア抜きします。
X燃料タンクの給油口キャップを締めます。
Xエンジンスイッチのキーをスタートポジ
ションにまわして保持します。この操作
中は、アクセルペダルを踏まないでくだ
さい。
i 約60秒後に始動手順は自動的に中止
されます。
X約1分の待機時間後に開始手順を繰り返
します。

Xエンジンが正常に始動した場合は、アク
セルペダルを数回踏みます。燃料システ
ムは完全にエア抜きされます。

ヒューズ

重要な安全上の注意事項

G 警告
切れたヒューズを使用したり、ブリッジ
したり、またはより高いアンペア数の
ヒューズと交換すると、ケーブルに過負
荷がかかります。火災の原因になります。
事故やけがの危険性があります。
切れたヒューズは、必ず正しいアンペア
数の指定された新品のヒューズと交換し
てください。

それぞれの電気回路は、安全ヒューズまた
は自動回路遮断機により保護されています。
切れたヒューズまたは故障している自動回
路遮断機は、ヒューズ配置表で推奨されて
いるヒューズ定格と同等のヒューズと交換
しなければなりません。同じヒューズ定格
のヒューズは同じ色です。
さらなる情報は、MTUまたはMTU認証
のメルセデス・ベンツ指定サービス工場か
ら入手できます (Y 8 ページ)。
車両に規定されているヒューズ配置表は、
車両製造元によって提供されています。
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新しく差し込まれたヒューズも切れた場合
は、メルセデス・ベンツ指定サービス工場
で原因を調べて修理してください。
X回路が故障した場合は、電気装備を停止
し、エンジンスイッチを 0の位置に切り
替えます。

安全ヒューズの点検と交換
Xプライヤーを使用してモジュールから
ヒューズを引き出し、目視点検をします。

Xヒューズのワイヤーが溶けている場合は、
切れたヒューズをスペアヒューズと交換
します。

X電気装備を作動させ、正しく機能してい
ることを点検します。

安全ヒューズが再度切れた場合は、指定
サービス工場で電気システムを点検してく
ださい。

ジャンプスタート

重要な安全上の注意事項

G 警告
バッテリーを取り扱うときは、安全上の
注意事項および防護措置を守ってくださ
い。

爆発のおそれがありま
す。

バッテリーを取り扱うと
きは、火気や直火、タバ
コなどを近づけないでく
ださい。火花が発生しな
いように注意してくださ
い。
バッテリー液は腐食性が
あります。皮膚や眼、衣
服に付着しないように注
意してください。

手袋やエプロン、マスク
など、適切な保護衣を着
用してください。
バッテリー液が付着した
ときは、すぐに清潔な水
で十分に洗い流してくだ
さい。応急処置の後、医
師の診察を受けてくださ
い。
保護眼鏡を着用してくだ
さい。

子供を近づけないでくだ
さい。

取扱説明書の指示に従っ
てください。

! エンジンおよび触媒が冷めているときに
のみ、ジャンプスタート処理を実行してく
ださい。さもないと、燃料システムまたは
触媒が損傷するおそれがあります。

! 以下の注意事項に従ってください。さも
ないと、バッテリーまたは車両の電子部品
を損傷することがあります。
Rジャンプスタートに急速充電器を使用し
ないでください。
R携帯充電器（主電源付きバッテリー機器）
を使用する場合は、ジャンプスタートの
前にメインプラグを外してください。
Rジャンプスタートは24Vシステム装備
の車両のみにより行なってください。
R極性反転に対して保護された、ワイヤー
の断面が約35 – 50 mm2のブースター
ケーブルおよび絶縁された端子クランプ
を使用してください。
R外気温度が Ò10 † 以下に下がった場合
は、放電したバッテリーは凍結すること
があります。このような状況下では、エ
ンジンを始動しないでください。まず
バッテリーを解凍してください。
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! ブースターケーブルのマイナス端子クラ
ンプをシャーシフレームに接続しないでく
ださい。さもないと、エンジンまたはトラ
ンスミッションの構成部品が損傷するおそ
れがあります。

! ブースターケーブルを取り外したとき
は、車両のエンジンをジャンプスタートの
アイドリングのままにしてください。これ
により、車両の電子部品に起こる損傷を防
ぎます。

全体的な注意事項
バッテリーを扱うときは、安全性と保護措
置に関する指示に従ってください。
ジャンプスタート後は、バッテリーを指定
サービス工場で点検してください。
X車両が接触していないことを確認します。
Xパーキングブレーキを効かせてください。
Xすべての電子機器を停止します。
Xエンジンスイッチのキーを 0の位置にま
わします。

ジャンプスタート接続端子非装備車両

ブースターケーブルを接続する
Xバッテリー収納部カバーを取り外します。
Xまずブースターケーブルのプラス端子ク
ランプを別の車両バッテリーのプラス端
子に、次にスターターバッテリーのプラ
ス端子q に接続します。

Xまずブースターケーブルのマイナス端子
クランプを別の車両バッテリーのマイナ
ス端子に、次にスターターバッテリーの
マイナス端子 ± に接続します。

X支援車両：エンジンをかけて回転数を上
げます。

Xエンジンを始動し、アイドリングさせま
す。

ブースターケーブルを切り離す
Xまず、ブースターケーブルのマイナス端
子クランプをマイナス端子から切り離し
ます。

Xブースターケーブルのプラス端子クラン
プをプラス端子から取り外します。
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トラブルシューティング

エンジンのトラブル

G 警告
規定の点検整備または必要な修理を行っていないと、故障やシステム故障を引き起こす
おそれがあります。 事故の危険性があります。
規定の点検整備、必要な修理は必ずメルセデス・ベンツ指定サービス工場で行ってくだ
さい。

エンジンを慎重に操作したり、メンテナンスを行なうこととは別に、適切なタイミングで
不具合を修理することも重要です。故障の種類によっては、お客様自身で修理ができます。
お客様自身で修理できない故障は、指定サービス工場で修理してください (Y 8 ページ)。

トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

ドライブピニオンが回
転しない、または非常
にゆっくり回転する。

バッテリーが十分に充電されていない。
Xバッテリーを充電してください。

スターターモーターへの接続ケーブルが緩んでいる。
Xターミナルのケーブルを締め付けてください。必要であれば、
新しいターミナルをハンダ付けします。

バッテリーへのアース接続が緩んでいる。
Xターミナルのケーブルを締め付けてください。必要であれば、
新しいターミナルをハンダ付けします。

スターターモーターのソレノイドスイッチが故障している、ま
たはスターターモーターが故障している。
X指定サービス工場で点検してください。

エンジンが始動しな
い、またはただちに再
度停止する。

燃料タンクが空である。
X燃料タンクに補給してください (Y 44 ページ)。

燃料フィルターが詰まっている。
X燃料フィルターエレメントを交換してください。

燃料プレフィルターに水が混入している。
X燃料プレフィルターの排水をしてください 。

燃料プレフィルターが詰まっている。
X燃料フィルターエレメントを交換してください。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

漏れがあるか、あるいは燃料低圧回路の圧力が不十分である。
X漏れを点検し（目視点検）、必要な場合はシール部を交換して
ください。

X指定サービス工場で燃料圧力テストを行なってください。
シール部を交換してください。

外気温度が低いときに
エンジンが始動しな
い。

燃料に耐寒性がない。
パラフィン分離により、軽油の流動性が適切でない。
Xパラフィン分離から生じる故障は、暖められたエリアに車両
を駐車することなどで、燃料システム全体を暖めることによ
り直せます。

X冬季用燃料を給油してください (Y 53 ページ)。

エンジンオイル粘度が不適切である。
X使用条件に合わせて、エンジンオイル粘度を修正してくださ
い (Y 50 ページ)。

Xさらに試みた後にエンジンが始動しない場合は、指定サービ
ス工場で原因を探し、修理してください。

エンジンが不意に停止
する。

エンジン制御（MCM）または排気ガス後処理装置（ACM）
（EU Stage IIIA用ではない）コントロールモジュールへの電
力供給が遮断されている、または配線がショートしている。
Xヒューズを点検してください
X電源供給を指定サービス工場で点検してください。

漏れがあるか、あるいは燃料低圧回路の圧力が不十分である。
X漏れの点検を行なってください（目視点検）。
X指定サービス工場で燃料圧力テストを行なってください。

エンジンがエマージェ
ンシー作動モードに
なっている。

エンジン制御（NGT）コントロールクラスターのデータフロー
が中断している。
Xバッテリーターミナルおよびコントロールユニットのコネク
ターの確実な取り付けと腐食を点検してください。

Xコントロールユニットの故障メモリーを読み出してください。
X指定サービス工場で点検してください。

エンジンの回転が急上
昇する、振動する、あ
るいは不規則に作動す
る。

ガスシステムに故障がある。
X漏れの点検を行なってください（目視点検）。
Xコントロールユニットの故障メモリーを読み出してください。
X指定サービス工場で点検してください。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

エンジンの出力が低い
（出力がない）。

エアフィルターが汚れている、または詰まっている。
Xエアフィルターエレメントを交換してください。

チャージエア温度が高すぎる。チャージエアクーラーまたはラ
ジエターの外側が汚れている。
Xチャージエアクーラーおよびラジエターの外側を清掃してく
ださい。

冷却水温度が高すぎる。
X温度センサーを点検して、必要な場合は交換してください。
ファン回転数を点検してください。

Xサーモスタットを点検し、必要な場合は交換してください。
指定サービス工場にご相談ください。

燃料システムの不具合（詰まり、漏れ）。
X目視で漏れを点検してください。
X指定サービス工場にご相談ください。

燃料グレードが低い
X指定された燃料の種類と燃料グレードを使用してください
(Y 52 ページ)。

チャージエアシステムに漏れがある。チャージエアホースの
ホースクリップが緩んでいるか、損傷している。
Xチャージエアシステムに漏れがないか点検してください。
Xチャージエアプレッシャーセンサーを点検し、必要であれば
交換してください。

X指定サービス工場にご相談ください。

排気ガスに関する故障により、作動制限が作動している（EU
Stage IIIA 用ではない）。
X警告灯および表示灯についての注意事項に従ってください
(Y 34 ページ)。

駆動力の遮断がある。 エンジン制御（MCM）および排気ガス後処理装置（ACM）コ
ントロールモジュールの電圧低下が増大している（緩い接触）。
Xバッテリーのバッテリー端子およびエンジン制御（MCM）
と排気ガス後処理装置（ACM）コントロールモジュールのコ
ネクターが確実に取り付けられ腐食していないかを点検して
ください。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

エンジンブレーキの効
果が低い。

原因を指定サービス工場で確定してください。
X指定サービス工場にご相談ください。

燃料消費量が高すぎ
る。

原因を指定サービス工場で確定してください。
X指定サービス工場にご相談ください。

エンジンが熱くなりす
ぎている（冷却水温度
計による）。

冷却回路に十分な冷却水がない。
X冷却水を追加し、システムのエア抜きをしてください。

冷却水温度センサーまたはディスプレイが故障している。
Xセンサーまたはディスプレイを交換してください。

ポリVベルトが損傷している。
XポリVベルトを交換してください 。

ファンが正常に作動しない。
X指定サービス工場にご相談ください。

ラジエターの内側が汚れている。ラジエターの外側がひどく汚
れている。
Xラジエターを清掃してください。

サーモスタットが故障している。
X点検して、必要な場合は交換してください。
X指定サービス工場にご相談ください。

イグニッションがオン
のときに、表示灯が点
灯しない。

表示灯が故障しているか、または電気ケーブルが遮断している。
X指定サービス工場にご相談ください。

エンジンがかかってい
る間、充電電流表示灯
が点灯する。

ポリVベルトが滑っている。
Xベルトテンショナーの機能を点検してください。
XポリVベルトの接触面に亀裂がない、損傷していない、油分
の付着がない、またはてかりがないことを点検してください。
必要な場合はポリVベルトを交換してください。

ポリ Vベルトが裂けている。
XポリVベルトを交換してください 。
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トラブル 考えられる原因および影響 M 解決方法

オルタネーターまたはセンサーが故障している。
Xオルタネーターまたはセンサーを点検してください。
X指定サービス工場にご相談ください。

エンジンが"ノッキン
グ"している。

エンジンがミスファイアを起こしている。
X指定サービス工場にご相談ください。

エンジンが"ノッキン
グ"している。

ベアリングが損傷している。
X指定サービス工場にご相談ください。

異音がする。 吸気管および排気管に漏れがあり、ヒューという異音の原因と
なっている。
X漏れの原因を修理し、必要であればガスケットを交換してく
ださい。

タービンまたはコンプレッサーホイールがハウジングにこすれ
ている。コンプレッサーまたはタービンに異物が入っている。
ベアリングが回転部品に引っかかっている。
X排気ガスターボチャージャーを指定サービス工場で点検して
ください。

バルブクリアランスが大きすぎる。
Xバルブクリアランスを点検し、調整してください。

ポリVベルトが滑っている。
XポリVベルトの接触面に亀裂がない、損傷していない、油分
の付着がない、またはてかりがないことを点検してください。
必要な場合はポリVベルトを交換してください。

ポリVベルトの交換
ポリVベルトが切れたり、損傷の状態を示
している場合は、交換しなければなりませ
ん。

G 警告
テンショナには、スプリングによるテン
ションがかかっています。ゆるんでいた
り、ピンと張っていたりすると、プリテ
ンションがかかっている部品に押しつぶ
されたり、巻き込まれたりして、けがを
するおそれがあります。

R必ずテンショナに十分に注意して作業
をしてください。
R工具は正しく扱ってください。
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ベルトの概要

ポリ V ベルトの取り回し（冷却コンプレッ
サー非装備エンジン）
: 冷却水ポンプ
; ガイドプーリー
= オルタネーター
? クランクシャフト
A テンションプーリー

ポリ V ベルトの取り回し（冷却コンプレッ
サー装備エンジン）
: 冷却水ポンプ
; ガイドプーリー
= 冷却コンプレッサー

? オルタネーター
A ガイドプーリー
B クランクシャフト
C テンションプーリー

ポリVベルトの取り回し（冷却システム装備
エンジン）
: クランクシャフト
; テンションプーリー
= ガイドプーリー
? 冷却システムジェネレーター

ポリVベルトの脱着
Xハンドルおよびエクステンションを取り
付け、スパナをテンショナーに15 mm
差し込みます。

Xテンショナーを振り戻します。
Xテンショナーもベルトプーリーも正常な
状態であることをチェックします。テン
ショナー、テンションープーリー、ガイ
ドプーリーのベアリングが摩耗していな
いか、ベルトプーリーの歯型が摩耗して
いないかといった損傷をチェックしてく
ださい。

X不具合のある部品を交換します。
Xテンションプーリー以外のすべてのベル
トプーリーに新しいポリVベルトを取り
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回します（図に示されたポリVベルトの
取り回しに従ってください）。

Xスパナを取り外して、ベルトプーリーに
ポリVベルトが正しく取り付けられてい
るかをチェックしてください。
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識別プレート

エンジンデータプレート

: エンジンデータプレートの位置（例）

エンジンデータプレートの情報
以下のデータは、クランクケースの上に数
字を示す形で、直接エンジンデータプレー
トに記載されています。

例：エンジンデータプレート
: メーカー名
; エンジンモデル記号表示
= 型式承認番号
? エンジン番号

排気ガス認定ラベル
US TIER 4 排出ガス認定のエンジンでは、
排出物認定ラベル（EPA 認定）はシリン
ダーヘッドカバーにあります。

: 位置 Emission certification label
(EPA Certification)

排気ガス後処理装置識別プレート
（EU Stage IIIA 用ではない）
排気ガス後処理装置の識別プレートは、排
気ガス後処理装置のコントロールモジュー
ル（ACM）にあります。

排気ガス後処理装置の識別プレートの
情報
排気ガス後処理装置の識別プレートには、
排気ガス後処理装置の 14 桁の識別番号
（AGN ID 番号）が含まれています。

データカード

データカードはエンジンに関する不可欠な
書類の一部で、常に整備手帳と一緒に保管
してください。これにはさまざまな特徴を
含む、エンジンおよび排気ガス後処理装置
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システムの設計に関する詳細情報が含まれ
ています。
メルセデス・ベンツによって納品されるエ
ンジンの範囲を変更することになるエンジ
ンシステムの改造部品は、メルセデス・ベ
ンツに報告してください。VeDoc で書類
が更新されると、更新されたデータカード
が供給されます。これは、交換部品の誤発
注を防ぐために役立ちます。
メルセデス・ベンツ純正部品を購入すると
きは以下が必要です。
Rデータカードまたは
Rエンジン番号全体および排気ガス後処理
装置ユニットの番号

エンジンデータ

寸法および重量
すべてのデータは、各エンジン型式の標準
仕様に言及しています。エンジン装備およ
び車両/装備の取り付け状況によって、異な
ることがあります。

寸法

例：エンジン長

例：エンジン幅および高さ

R4 1000 R6 1000

A = ファン
装備のエン
ジン長

948 mm 1059 mm

B = エンジ
ン幅

817 mm 924 mm

C = エンジ
ン高

1033 mm 1068 mm

重量
エンジン重量 DIN 70020 - GZ

4R 1000 6R 1000

1段階充電 499 kg 655 kg

2段階充電 510 kg 669 kg
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一般データ
すべてのデータは、各エンジン型式の標準仕様に言及しています。他の仕様のデータは、
ご要望に応じてご提供いたします。

エンジン エンジン型式 4R 1000 6R 1000

アセンブリーモデル 933.91 935.91

型式 排気ガス再循環システム付直列エンジンおよび
チャージエアプレッシャーコントロール

燃焼方式 4ストローク直噴ディーゼル

シリンダー数 4 6

ボア 110 mm 110 mm

ストローク 135 mm 135 mm

エンジン排気量 5130 cm3 7700 cm3

点火順序 1-3-4-2 1-5-3-6-2-4

冷却システムの種類 強制循環冷却

エンジン、回転方向 反時計回り（フライホイールで見たとき）

バルブクリ
アランス

インテークバルブ 0.30 mm
+/-0.05 mm

0.30 mm+/-0.05 mm

エキゾーストバルブ 0.60 mm
+/-0.1 mm

0.60 mm+/-0.1 mm

両方のエキゾーストバ
ルブの調整用ゲージ
（0.6 mm）を使用し
ているときのエンジン
ブレーキ

0.15 mm 0.15 mm

スターター
モーター

スターター 電動 電動

電圧 24 V 24 V

出力 3.9 kW 3.9 kW

冷間始動制限 Ò 30 †（バッテリー容量75%）

オルタネー
ター

電圧 24 V 24 V

電流 100 A 100 A
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作動データ

エンジンブレーキの作動範囲 約1000～3000rpm

最大エンジントルクのエンジン回転数範囲 約1200～1600rpm

最大出力のエンジン回転数 約2200rpm

アイドリング回転数 約600rpm

アイドリング回転数でのオイル圧力 最低0.5bar

冷却水温度 通常運転 約 85 ～ 100 †

冷却水の最高許容温度
（ 103 †から50 %までの自
動トルク制限）

105 †

容量およびサービスプロダクト

概算容量 サービスプロダクト
（シート番号 3）

オイルフィ
ルター付エ
ンジン（標
準トラック
オイルパン
装備）

4R 1000 17.5 L～20.5
L

エンジンオイル（シー
ト番号
228.3/.31/.5/.51）

6R 1000 24.5 L～29.5
L

燃料システ
ム

燃料タンク 4 2010年以降の
DIN EN 590または
ASTM D975（シー
ト番号131.0）に準
拠したディーゼル燃料

排気ガス後
処理装置シ
ステム 5

AdBlue®/DEF タンク 4 ISO 22241 -1
（シート番号352.1）
に準拠したAdBlue®/
DEF

AdBlue®/DEF フィルター
シーリングリング

- MBシリコングリース

3 サービスプロダクトについてのメルセデス・ベンツ仕様
4 車両に取り付け。車両製造元による設計。
5 EU Stage IIIA 用ではない。
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概算容量 サービスプロダクト
（シート番号 3）

冷却システ
ム

エンジン内の冷
却水の量

4R
1000
6R
1000

約 11 L
約 14 L

防錆剤/不凍液（シー
ト番号325.5）また
は予混合冷却水（シー
ト番号326.5）。水質
（シート番号310.1）

防錆剤/不凍液量
Ò 37 °Cまで

容量比約50%

防錆剤/不凍液量
Ò 45 °Cまで

容量比最大
55%

エンジン
ルーム

保護ワックス - ワックス保存剤（シー
ト番号385.4）

締め付けトルク
機械的構成部品のすべてのねじ山およびそれに対応する接触面は、清潔で、なめらかで、
エンジンオイルが塗布されていなければなりません。その他の潤滑剤は、締め付けトルク
が大きく異なってしまう原因となります。
締め付けトルクは、4R 1000 および 6R 1000と同じです。

エンジン ロッカーアームフレームの
シリンダーヘッドカバーの
ねじ（シリンダーヘッドカ
バーの締め付け順序に従っ
てください）

軽合金 20 Nm

熱可塑性物質 25 Nm

バルブクリアランスの設定 ロッカーアーム調整ねじの
カウンターナット

30 Nm

エンジンブレーキの設定 ロッカーアーム調整ねじの
カウンターナット

27 Nm

フライホイールハウジングのTDC点検穴キャップのねじ 30 Nm

タイミングケースのクランク装置のねじ 30 Nm

燃料システム 燃料フィルターモジュールの燃料フィルターキャップ 25 Nm

燃料フィルターモジュールの燃料プレフィルターキャップ 25 Nm

3 サービスプロダクトについてのメルセデス・ベンツ仕様
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オイル回路 オイルパン上のドレンプラ
グ（熱可塑性物質および軽
合金）

M16 x 1.5 35 Nm

オイル/冷却水モジュールのオイルフィルターキャップ 50 Nm

冷却システム 冷却水ポンプのシリケートジェルカートリッジ 50 Nm

排気ガス後処理
装置 6

ポンプモジュールのフィルターハウジング 80 Nm

エアドライヤー エアドライヤーの粒状カートリッジ 15 Nm

シリンダーヘッドカバーの締め付け順
序
シリンダーヘッドカバーのネジは、下記に
記載されている同じ順番で正しい締め付け
順序で締めなければなりません。

4R 1000の締め付け順序

6R 1000の締め付け順序

6 EU Stage IIIA 用ではない
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発行物の詳細
インターネット

MTU、メルセデス・ベンツおよび
Daimler AG についてのさらなる情報は、
以下のオンラインにあります。
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www.mercedes-benz.com
www.daimler.com

文献チーム

©Daimler AG：Daimler AG からの書面
による許可なく、本書の全部または一部を
複写、翻訳または複製することはできませ
ん。

部品メーカー

Daimler AG
Mercedesstraße 137
70327 Stuttgart
Germany

アイコン
G 警告
警告ステッカーには、お客様や他の乗員
などの健康または生命を危険にさらすお
それのある事項について記載されていま
す。

H 環境に関する注意
環境に関する注意は、環境を意識した行
動や廃棄についての情報を提供していま
す。

! 機器損傷警告の目的は、エンジンシステ
ムの損傷につながる危険性にお客様の注意
を引くためです。

i これらのアイコンは、お客様のお役に
立つような、便利な操作方法やさらなる情
報を示しています。
X このアイコンは、お客様に従ってい

ただきたい操作を示しています。
X 連続しているアイコンは、いくつか

のステップがある操作を示していま
す。

（ Y
ペー
ジ）

このアイコンは、トピックについて
のさらなる情報がある場所を示して
います。

Y Y このアイコンは次のページに続く警
告または操作を示しています。
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